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巻頭言 

 

苦悩する/張我軍/の苦悩 

日本台湾学会理事長 山口 守 

 

 思い起こせば17年前の1998年5月30日，日

本台湾学会設立大会で，文学研究の立場から「越

境する文学と言語」と題した発表を行い，台湾文

学研究には作家・作品・言語を既成の枠に閉じ込

めず，その理解や認識の境界線を乗り越えていく

必要があることについて話した。単純に国家単位

で考えれば，台湾・日本・中国の三つの軸があり

そうだが，実際には日本という概念を想定した途

端に，その歴史や成立にまつわる既成の思考様式

に束縛されて，成立への疑義ばかりでなく，多様

性や複線性も疎かにしてしまい，越境行為が逆に

国家概念強化に繋がりかねない。もう少し大きく

アジア世界を想定しても，いまだ冷戦構造が消え

ていない朝鮮半島から，南に目を向けてベトナム，

フィリピン，タイ，マレーシア，インドネシア，

ミャンマー等まで，その多様な社会・文化様態を

国家単位で捉えることにも実は無理がある。文学

研究で言えば，国家を超える文学の枠組みとして

使用されてきた華文文学も，実際には一部で，特

に中国では国家意識膨張に陥りがちである。近年，

越境よりもむしろ複線性に注目して，他者間の権

力問題，関係性，連動性に目を向けた「華語語系

文学 Sinophone Literature」に関心を持つ研究者

が出始め，成果が少しずつ表われている。 

 まだこうした議論を知らない17年前当時，私が

強く関心を抱いていた越境する作家は四人，張我

軍，楊逵，呉濁流，白先勇であった。このうち後

三者については，その後ある程度研究を進めるこ

とができたが，最初に構想していた張我軍研究は，

残念ながらなかなか進展しなかった。理由の一つ

は，逆に見れば望ましいことで，台湾文学研究を

進める過程で，李喬，鄭清文，黄錦樹，リグラヴ・

アウ等，次々と魅力ある作家に出会い，比喩的に

言えば，台湾文学の豊饒な海へ漕ぎ出して，出港

地の記憶が次第に遠ざかったせいかもしれない。

個人的には，それはそれで必然的な研究の道筋だ

ったと思う。今では，リグラヴ・アウ抜きでは現

在の自分の台湾文学研究が成り立たないと思える

ほど，強くその作品に惹かれる。 
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 もう一つの理由は，張我軍研究の方法論や論述

の枠組み設定にまとわりつく，民族や国家やイデ

オロギーの複雑さに対応しきれていないせいかも

しれない。個人的には未解決問題として，1920年

代に中国文学との合流を目指し，魯迅と面会して

植民地出身者が負わされている重荷を訴えた張我

軍の姿，言わば「苦悩する張我軍」と，日中戦争

期に日本によって創設された所謂「偽北大」（本物

の北京大学は南遷して臨時に西南連合大学となっ

た）で日本語を教え，1942年第一回大東亜文学者

大会に中華民国代表として参加する張我軍の姿，

言わば「張我軍の苦悩」がうまく接合できないこ

とが最大の課題である。私の張我軍理解は今から

９年前に書いた「帝国日本が台湾に持ち込んだ日

本語は，植民地出身者に生涯消えることのないス

ティグマを押したも同然である」（「植民地・占領

地の日本語文学」『「帝国」日本の学知』第五巻，

岩波書店）との段階に留まっている。これは自分

の中では，植民地近代や越境視点だけでは論じき

れない問題である。 

 実は近年見た台湾映画『セデック・バレ』と

『KANO』をどう関連させて考えるかという難問

に対応する時も，似たような困惑に陥る。個別作

品であることが分かっていても，同一人物が監督

または製作に関わった二つの映画の間にどのよう

な関係があるかをつい考えてしまうが，自分なり

の答えを探すのは容易ではない。二つの映画の物

語の語り方に流れる通奏低音のような共通性があ

るのだとすれば，恐らくそれは歴史の中を生きる

人間の可能性と限界性，及び主体性構築に関係す

る気がするという程度に留まる。帝国と植民地の

歴史を想定すれば，強制する側と強制される側が

あることを思考の出発点として，次にどのような

強制と服従・抵抗があったかを考証することにな

るだろう。その場合，文学で言えば，言語の問題

が大きい。そもそも台湾の文学歴史性を考えれば，

原住民族言語，漢語，日本語だけをとっても，内

部の多様性と相互の複雑な関係があることは言う

までもないが，それ自体がどのような経緯で成立

してきたかという過程の検証が不可欠である。従

って，日本による植民地統治期に日本語で創作す

る作家が登場することを，単純に同化というだけ 

で済まないのは当然である。 

 これについてはすでに多くの研究蓄積があるの

で，ここで改めて説明する必要はないが，実は先

に述べた張我軍研究で私が直面している問題がこ

のことに関係している。たとえば文学翻訳上よく

議論される概念として，同化domestication と異

化 foreignization があるが，帝国と植民地の言説

構造で言えば，更に主体と客体の問題が存在する。

言うまでもないことながら，同化一つをとっても，

同化する帝国と同化される植民地で問題は異なる。

しかも同化を強制することで，帝国が他者として

の植民地を異化してしまう局面や，同化対象であ

る植民地側は帝国を他者として理解しない限り同

化に服従できない異化メカニズムも存在するだろ

う。その場合の核心的問題として主体性があるよ

うに思う。たとえば，1942年第一回大東亜文学者

大会で，張文環や龍瑛宗が日本国内の台湾代表と

して参加する中，銭稲孫や草野心平と共に中華民

国からの大会議員として参加した張我軍が，発言

の際，中国語で喋った後，自ら日本語でそれを翻

訳して再発言する時の主体性とは何かを読み解か

ない限り，私の張我軍研究は前へ進まない。文学

研究でそこまで過去にこだわる理由は，歴史を顧

みる過去としてだけでなく，現在に繋がる時系列

と考えれば，その時間が未来へも繋がって行くと

思えるからである。その視点から言えば，私の台

湾文学研究は永遠に未完である。 

 最後になるが，私の理事長任期はこの5月で終

わる。二期4年の間，当初の構想がどこまで実現

できたか内心忸怩たるものがあるが，学会運営に

改善があったとすれば，それは協力，尽力してく

れた多くの人のおかげである。お世話になった方

があまりに多いので，ここで一人一人お名前を挙

げることはできないが，この場を借りて厚くお礼

を申し上げたい。 
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特集 

2014 年台湾統一地方選挙観察 

 

 

2014年台湾「九合一」統一地方選挙雑感
―台中市長選を中心に― 

家永真幸（東京医科歯科大学） 

 

 昨年 11 月に投開票が行われた台湾地方統一選

挙、いわゆる「九合一」選挙は、国民党の大敗に

終わった。筆者は今回の選挙について、選挙戦序

盤の９月初旬に台北市、新北市および台中市を回

ったほかは、残念ながら実地での観察を行ってい

ない。それ以降の情勢については、主にインター

ネット上の情報に触れていただけである。そのた

め、会員諸氏にとって新味ある情報をお届けでき

るか甚だ心許ないが、以下筆者なりの所感をご報

告する次第である。 

 まずは台中市で感じたことを記したい。台中市

長選挙の結果は、民進党の林佳龍候補が得票率で

15％近い差をつけ、現職の国民党胡志強市長を破

り当選を果たした。胡志強候補は市長在任中に台

中市の高い経済成長率を維持した実績があり、今

回の選挙戦においても交通網整備を中心とする明

確な将来構想を掲げていた。その計画の一端はす

でに着手されており、市中心部ではBRTなる新交

通機関が部分的に運行を開始していた。 

 BRTとは‘Bus Rapid Transit’の略称で、既存の道

路のうち１車線をバス専用にすることで公共の大

量高速移動手段とするシステムのことである。導

入費用が低く抑えられることから、自治体が地下

鉄の代わりに導入するケースがあり、日本でも名

古屋市などに見られる。筆者が台中市のものを見

た限り、まだ一部区間しか開通していないせいか、

さほど便利そうには思えなかったが、さりとて従

来の交通に混乱を来たしている様子もなかった。 

 BRT が本領を発揮するのは、区域全体の信号灯

の切替をBRTに合わせて統御するシステムを導入

してからであり、利便性に対する市民の評価もそ

こでようやく高まるものと推測される。それにも

関わらず、胡志強候補は選挙前の在任中にその一

部の運用を開始し、市民の眼前に晒した。これは、

同候補が自身の発展ビジョンに確固たる自信を持

っていたことの表れだったようにも思える。 

 ところが、胡志強候補は敗れた。敗因としては、

健康不安説や、在任期間の長さが市民から敬遠さ

れたという指摘がある。たしかに、選挙戦のさな

か胡志強候補は氷水をかぶるパフォーマンス（筋

萎縮性側索硬化症への寄付を呼びかける社会運動

で、当時ちょうど世界的に流行していた）を披露

するなど、今から思えば焦りと取れる動きも見ら

れた。しかし、胡志強候補には台北市長選の連勝

文候補のようなネットが炎上するほどの失策もな

く、堂々と政策を訴えた末に落選した観がある。 

 対する民進党の林佳龍候補は、若々しく颯爽と

して、エネルギッシュな人物であった。10年間に

わたり台中市に腰を据えて政治活動に取り組んで

きた同候補は、著作の出版などでメディアへのア

ピールも怠らない一方、小さな街の商店主などの

間でも着実に支援者を獲得していたようである。

今回の選挙戦でも、いわゆる溝板選挙で丁寧に地

域を回っていた。 

 もちろん、林佳龍候補の魅力が胡志強候補を上

回ったからこそ、今回の選挙結果となったのであ

ろう。しかし、台北市長選の結果と併せてみると、

今回の地方統一選挙では台湾各地で現状に対する

閉塞感がきわまり、それを打開する何か新しいこ

とをしてくれそうな人物に期待が集まったという

側面もあったのではないか、と考えたくもなる。 

 台北市長選では、国民党の連勝文候補に対し、

藍緑対立の超越を訴える無党籍の柯文哲候補が

15％を超える差をつけ圧勝した。いわゆる「柯文

哲現象」の余熱はまだ続いており、新市長の一挙

手一投足が今も連日メディアを賑わせているよう

だ。 

 ９月の段階では、少なくとも筆者の目には国民

党陣営は悠然と構えているように見えた。慢心し

ている雰囲気では全くなかったが、ノウハウに従
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ってしっかりやっていれば最後は勝てるという見

通しがあったのではないかと思われる。これに対

し柯文哲陣営は、20代の若者たちが手弁当で一生

懸命支えている、雰囲気の良い学園祭実行委員会

のような印象を受けた。 

 昨年３月の「ひまわり学生運動」に共鳴した若

者たちも、多くが同候補の支援に回ったようであ

る。社会を変えたいとの思いで街頭に繰り出した

人々が、代弁者を得て、その熱量を政治制度上も

反映させることのできた高揚感は、想像するに余

りある。同じ年に起こった香港「雨傘革命」後の

膠着状況を思い浮かべると、それはいっそう際立

って感じられる。台湾人は幸せだなどとは口が裂

けても言えないが、一抹のうらやましさを覚えた

のは筆者の偽らざる気持ちである。 

 さて、今回の選挙で示された、台湾における「現

状を変えたい」という意思は、この後どのような

政治・社会変動をもたらすのだろうか。そもそも

今回国民党を大敗させた民意は、「打破したい現状」

についてどの程度認識を共有しているのだろうか。

それを分析するのは研究者を自称する筆者の責任

なのかもしれないが、本稿は「雑感」ということ

でお目こぼし願いたい。2016年に総統選を控える

国民党、民進党の両党が、これからどのような問

題を政治争点として取り立てるかを通じて、筆者

も学ばせてもらいたいと考えている。 

 

 

地方私大教員の観察 

楊子震（南台科技大学） 

 

 筆者は 2013 年の夏に日本から帰国し、現任校

に勤務を始めた。昨年の台湾統一地方選挙期間に

は丁度学内の仕事に追われている最中だった。選

挙の展開に関心を持っていたが、とても「選挙観

察」の余裕を持つことはできなかった。しかし、

筆者は社会科学系の教養科目をいくつか担当して

いるため、講義中多かれ少なかれ教員として履修

者たちと今回の地方選挙について学問的な議論を

したことがある。本稿はあくまで個人の見聞に基 

づき、所感を述べさせるものである。 

 筆者の在住地域では、市長選においては民進党

候補者の勝利が早い段階から確実視されたため、

さほど盛り上がらなかった。そのせいか、市議員

の選挙戦もおおむね低調だった。しかしそれは、

どの政党の市議員候補者も魅力的とは言えなかっ

たことも一因であろう。後知恵になってしまうか

もしれないが、直後の市議会議長選挙の起訴沙汰

（「李全教案」）が示すように、台湾の地方政治に

おいてはなお「理念」「党派」より「金銭」「利益」

のほうが物事を決めていると言えよう。 

 周知のように、近年、台湾の市民運動は盛んに

発展してきた。筆者の帰国1年前の「反媒体独占

運動」を皮切りとして、帰国直後の「白衫軍運動

（「洪仲丘事件」）」を経て、統一地方選挙の前に「ヒ

マワリ学生運動」が起きた。その担い手は、少数

の研究者や既存の市民運動家のほか、従来政治に

比較的に関心を示していなかった一般市民及び大

学生が重要な役割を果たしていた。その理由は台

湾社会、特に若者の間に満ちている閉塞感と関連

があると言わざるを得ないだろう。 

 筆者の勤務校は、私立の所謂「実学重視」の地

方大学である。学生は全員優秀とは言えないもの

の、素朴な若者が多い。学内は従来総じて、政治

に無関心な雰囲気である。他方、筆者は「導師」

（クラス担任）も担当しているため、職務上の関

係で現役生の経済状況及び卒業生の進路をある程

度把握しなければならない。着任してから、多く

の学生に将来厳しい現実が待っている上、在学中

もアルバイトや教育ローンに追われていることを

目にしている。進学に向いていないのに、家族の

期待に押され、いやいやながら大学に通い続ける

学生もいれば、卒業の条件を満たすために疑問を

感じながら資格の取得に没頭している学生も少な

くない。本校のみならず、恐らく全国の大学生も

似た情況に置かれていると思う。 

 個人的な考えにすぎないが、こういう閉塞感は

先述した市民活動の勢いを増幅するのみに止まら

ず、統一地方選挙の結果にも繋がったと考えられ

る。「ヒマワリ学生運動」期間、本学でも現総統関

連のモニュメントに政府批判のビラが貼られ、古

株の教員を驚かせた。ビラでは、人気韓国ドラマ
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『星から来たあなた』にちなんで現総統と中国の

関係が揶揄され、「独裁が事実になれば、革命は義

務となる」という文言が並び、学生の立法院占拠

に同調している。また一時、学生の「課題作品」

としてキャンパスに黒く塗られた段ボールが置か

れていることもあった。現に投票のため帰省した

学生も相当いた。 

 筆者は講義中、現在進行中の政治情勢を論評す

べきではないと思い、学生運動及び選挙の話題に

関しては極力触れないようにしてきた。しかし、

担当科目の性質もあり時に質問されていた。その

際、適宜に歴史の事例や研究者の主張を紹介した

と共に、逆に質問を投げ返した。それで普段、人

文社会科学を無用の学と考えている学生に少しで

も思想の刺激を与えればと思った。 

 いずれにせよ、今回の統一地方選挙は結果的に

民進党の勝利に終わった。しかし、若者たちの閉

塞感をどのように打開するのか、きたる総統選の

候補者にとっては答えなければならない難問であ

ろう。 

 

 

台湾統一地方選挙と中台関係 

福田 円（法政大学） 

 

 本稿では、先の台湾統一地方選挙について、中

台関係との相互作用という視点から事実関係をま

とめ、中国側が今回の選挙をどのように捉えてい

たのか、選挙結果は今後の中台関係にどのような

影響を与え得るのかについて考察する。なお、統

一地方選挙戦の経過と選挙結果については、前号

（27号）に小笠原欣幸会員による詳細な分析が掲

載されている（「台湾統一地方選挙観察」）ので、

そちらを参照されたい。 

 今回の統一地方選挙では、選挙前から注目を集

めていた台北市や台中市のみならず、桃園市、新

竹市など優勢が伝えられていた地域においても国

民党籍の候補者が落選した。また、高雄市や台南

市で民進党の現職候補が高得票で再選を果たした

のに対し、新北市などでは両党候補者の得票差が

開かなかったことも印象的であった。選挙後に概

観すれば、県市長選挙では22の県市のうち民進党

が13（６）、国民党が６（１５）、無党派が３（１）

を獲得し（括弧内は前回選挙）、民進党が大幅な躍

進を遂げた。県市議会選挙においても、民進党の

得票率（37.08％）は国民党の得票率（36.86％）

を初めて上回った。 

 日本では、このような選挙結果は台湾における

対中嫌悪感の高まりに起因すると強調される傾向

が強いように思える。しかし、いわゆる「中国要

因」が選挙結果にどの程度影響したのかという問

題は、注意深く観察すべきであろう。選挙結果は

馬英九政権の執政全般に対する台湾民意の不信感

が現れたものであり、対中政策はそのなかの一部

と位置付けるべきであると筆者は考えている。と

はいえ、今回の選挙を 2016 年総統選挙の前哨戦

と位置付け、中国側がその経緯と結果を注視して

いたこともまた事実であろう。 

 2012 年に第２期馬英九政権がはじまった時点

で、台湾と中国との交流は既に「踊り場」に達し

ており、さらなる成果は出にくい状況にあった。

それでも、2014年のはじめには、中台交流の窓口

機関である行政院大陸委員会と国務院台湾事務弁

公室のトップ会談が実現し、馬英九氏と習近平氏

が会談する可能性も取り沙汰された。しかし、３

月下旬に台湾で「ひまわり運動」が起きると、こ

うした中台関係制度化や政治的交渉の試みは減速

せざるを得なくなった。さらに、香港において「雨

傘革命」が起きると、馬英九政権は香港の「民主」

を支持する立場を表明した。このような状況下で、

習近平政権は中台首脳会談の実現を見送りつづけ、

９月末には台湾にも将来「一国家二制度」を適用

するという方針を明示的に確認するに至った。さ

らに、11 月中旬に中国が韓国との自由貿易協定

（FTA）締結に合意したことが報じられると、台

湾ではそれによる経済的損失を憂慮する声が高ま

った。 

 このように、習近平政権は統一地方選挙前であ

ったにもかかわらず、馬英九政権を利するとは言

えないような言動を採ることがあった。その前提

として、今回の選挙で与党国民党が敗北を喫する

ことを、中国側がある程度想定していたことを指
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摘できよう。そうであるとして、総統選挙戦が本

格化する前に台湾側に不人気な政策や立場の表明

を行ったとするならば、それは合理的な判断であ

ったとも言える。中国の台湾問題専門家たちは、

対中政策に関する台湾の民意が問われるのはあく

までも 2016 年の総統選挙であって、今回の地方

選挙ではないという議論を選挙前から展開してい

た。さらには、今回の選挙で国民党が敗北した場

合でも、それを反省材料に約１年後の総統選挙で

国民党が勝利するのであれば、中国にとってはむ

しろ望ましいとの見解も見られた。 

 選挙における国民党敗北の程度は、中国におけ

る大部分の専門家の予想を遥かに超えていたよう

である。ただし、国民党が大敗を喫した要因は、

馬英九政権の執政能力不足や選挙戦略の誤りに求

められた。これに対し、民進党が総統選挙に向け

て大きく躍進したことは、中国の専門家も認めざ

るを得ない。選挙後、中国においても 2016 年に

民進党政権が誕生する可能性が論じられるように

なったが、民進党が総統選挙に臨む際しては対中

政策の調整が目下の課題であるとの指摘がなされ

ている。にもかかわらず、今回の選挙結果をうけ

て、民進党が対中政策を調整することはますます

困難になるのではないかという見立てもある。中

国の専門家たちによる一連の議論からは、選挙後

の台湾政局と民進党の出方を見極めてから、総統

選挙に向けたカードを切ろうとする中国側の慎重

な姿勢が透けて見える。 

 このような対台湾政策における慎重な姿勢は、

最近の中国政治外交におけるキーワードである

「新常態」という概念で正当化されようとしてい

る。「新常態」とは、習近平政権が経済政策の分野

で使用しはじめた、ポスト高度経済成長時代には

いり、中低速成長で経済を安定させようという概

念である。中台関係においても、これまでのよう

に関係の急速な発展や突破は求めず、漸進的に安

定した関係を構築するという意味で使用されはじ

めたようである。このようなロジックから見て取

れるのは、一方では台湾との関係における中国側

の自信であり、他方では台湾との関係に現時点で

これ以上の発展を望むことは難しいという、極め 

て現実的な判断である。 

 「新常態」という新たな概念を援用しつつ、中

国は総統選挙までにどのような対台湾政策を展開

するだろうか。馬英九政権および国民党との関係

においては、そのタイミングに配慮しつつ、既に

着手している中台関係の制度化を可能な限り進展

させようとするであろう。同時に、民進党との間

でも直接および間接的な方法を駆使して、「92 年

コンセンサス」や「一つの中国」をめぐる妥協点

を探ろうとするであろう。こうした台湾に対する

働きかけのほか、中国政府は過去の総統選挙と同

様に、「台湾独立」に対する国際的な包囲網を確認

し、時には誇示することで、民進党の対中政策や

総統選挙戦に間接的な影響を与えようともするで

あろう。こうした中国の対台湾政策、およびその

結果として存在する中台関係の現状に対してどの

ような判断を下すのか、来年の総統選挙において

台湾の民意が改めて問われることになる。 
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特集 

台湾研究の素
もと

 
―わたしの出会った〈資料〉― 

 

「土匪」と台湾民主国 

新田龍希（東京大学大学院） 

 

 日本統治期、とりわけ統治初期の台湾史研究に

とって、台湾総督府文書が重要な史料群の一つで

あるということは多くの研究者に共通の認識であ

ろう。ただし、同文書は総督府が残した、主とし

て日本語で記された行政文書であることから、統

治者の視線が色濃く反映されたものである。その

ため、利用する際には如何にして総督府の政策を

批判的に検討するか、文書の「視線」を相対化す

るかが、課題となってきた。だがその妨げとなっ

ているのが、台湾人（漢人）自身の記した史料が

圧倒的に少ないことである。 

 筆者は主に統治初期の土地政策を研究している

が、台湾総督府文書、とりわけ地方の県レベルの

文書や土地調査局の文書を読み進めていくと、し

ばしば台湾人により漢文で書かれた請願書や意見

書などの文書を目にする。当時の新聞史料等が概

ね統治者の意向に沿ったものであったのに対して、

これらは統治者側のバイアスが比較的かかってい

ない史料であると言え、利用価値が高いと思われ

る。 

 ここで紹介したいのは、1895年から97年にか

けて台北地域を中心に活動した詹振という人物が

遺した史料である。詹振は台湾割譲以降、台北の

松山や南港地方で活動した「土匪」で、1897年５

月８日の台湾住民の国籍選択期限を狙って台北の

大稲埕を襲撃した際戦死した。その折に警察が「鹵

獲」した物品の中に６通の書簡が含まれていたの

である。残念ながら原文書は存在せず、写とその

和訳しか存在しない（「密大日記」明治30年所収）。

この書簡は総督府文書中にも収録されているが、

こちらは原文書、写とも残っておらず、和訳のみ

の収録である（簿冊番号 9111）。原文書が現存し

ないという問題を抱えてはいるが、統治初期の台

湾人が認めた書簡はこれまでほとんど発掘されて

おらず、その意味で大変貴重な史料であると言え

る。いまその６通のうちの１通を見てみたい。丁

酉元月18日（1897年２月19日）付、黄仁記（或

いは黄仁）より詹振ら複数名に送られた書簡であ

る。 

 

傾接福成兄信，云内几人疑心欲取凴據，方肯

行事，似此之論，切非正議，大丈夫處此亂世

正當建功之候，凡事慎察明斷相機籌圖，何必

拘執凴據，而誤大局。……總而言之，臺灣七

省門戸，中國咽喉之要地，割臺實迫於勢，豈

無恢復之志。咱若真心與較，上頭自能播置斷

無坐視。蓋復臺之舉，中外各省千萬人計之非

獨我等圖謀哉。何必遲疑不決而失機。今所痛

惜者，前年十一月之變〔1896年元旦に台北城

を襲撃した事件──注〕不遂幾乎，貽誤大局。

幸喜八月以來，列位聚眾與鬧，稍有轉機，但

朝廷謀事，十分週密，事未到時又防倭寇細作，

豈肯先發凴據，洩漏機關。況中外同盟，九月

立約，德付軍裝，俄兵屯扎暉春，非滅倭為遂

之計，此乃確情，天下周知非弟誹謗。諸君聚

眾，出具本心，非弟播弄既敢抗拒。何怕在大

街市較鬧，使天下人周知，以慳上頭之心，共

成共事，豈不美哉。何必區區困守山林，有何

益哉。去年仁和兄到廈議戰，上頭恐咱不濟，

示以自強之法，為後日内應一助。安肯輕舉，

敗傷鋭氣。今所諭乃乗軟之謀，至精至微，無

害於事，則合萬國公法，二則試咱真心行事，

三則使外國與之計較，不然兩相拒敵，何必焚

毀洋行。以此計之其情可知，奈何諸君，遲疑

不決莫怪上頭輕視。凡謀事知進退，識時勢，

明理慎斷所為計之善耳，何愁大事不成。伏乞

舉諒信心速行，凴依上諭（一字不明）
 マ マ  

選，勇

敢數百人，暗到艋稲城邊，焚燬官衙洋行，及

日本住屋，并關署橋路，相機大鬧……則朝廷

信心籌助黑旗定為外援，四方義士無不悅從，

一則可合公法，各國必出講和，一則俄德有因

方能發兵救護，一則亦理有法，百姓歸心，一
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だしこれらの事実は、「土匪」研究の第一人者であ

る陳怡宏氏によると、単なる対外的な政治語彙の

レパートリーの一つとして利用したにすぎないと

されていた。しかし、厦門から送られた、「土匪」

勢力内部に宛てて送られた書簡に台湾民主国の

「スタンプ」が押されていた事実は、この解釈の

再考を求めているように思われる。陳氏が利用し

たのは総督府文書内の同書簡和訳であったことか

ら「スタンプ」は記載されておらず、結果として

このような見解に至ったとも考えられる。和訳史

料のみを参照すると解釈にまで影響しかねないの

である。 

 求められるのは、残された数少ない漢文史料を

積極的に「発掘」し、そして断片的なそれらを紡

ぎ合わせて歴史像を不断に再構築していくことで

はないだろうか。たとえそれが遅々たる歩みであ

ったとしても。 

 

 

キモノのおばさん 

坪田＝中西美貴（日本学術振興会・特別研究員、上智

大学） 

 

 台湾先住民族の歴史的経験を研究している人で

あれば、必ず一度は『理蕃誌稿』や『理蕃の友』

といった、先住民族統治に関する資料を手に取る

ことだろう。それらは統治者側から書かれている

という限界はあるが、書き手たちの本音に触れる

ことで、生き生きとした時代的切迫感や意気込み

を読み取ることができ、時間がたつのを忘れて読

み込んでしまうことだろう。 

 私もまたこれらの資料に魅了された一人だが、

それ以上に魅了され、ここまで導かれてきたのは、

実は宜蘭県に住むタイヤル族のおばさんたちとの、

ある夏の日の南澳駅前における「出会い」である。 

 駅前の広場にはイベント会場のようにステージ

が組まれていて人であふれていた。間もなくそれ

は野外結婚披露宴だということが分かり、招待客

の中には村長や県庁の職員もいるようだった。し

ばらくしてステージで余興が始まった。遠目であ

ったが、揃いの服に、羽根つきの扇子を持った初

老やそれ以上の年齢のおばさんたちが踊っている

姿が見えた。その瞬間、私は回れ右をしておばさ

んたちを視界から消してしまった。一瞬何を見た

のかよくわからなかった。いや、本当は何を目に

したのかすぐに分かったのだが、直視し、それを

受け入れるには衝撃が大きすぎた。それは、キモ

ノをまとったおばさんたちだったのだ。 

 

キモノを着るとは 

 現在の台湾、いやかつて日本の植民地や支配地

域にあった場所で、今もキモノは着られているだ

ろうか？答えは条件付きでイエスである。たとえ

ば台湾の大学で日本語学科が設置されていれば、

日本語学科ウィークには、どこかで購入してきた

浴衣を着ている学生の姿を見かけることができる。

だがそれは、その場限りの行為で、まさにイベン

トで着るコスプレのようなものとして消費されて

いるのであって、日常的に着られているわけでは

ない。 

 では日本統治期、キモノはどのように着られて

いたのか。現在浴衣を着る学生たちの祖父母、曽

祖父母世代の漢族系の台湾人、なかでもエリート

階層にとってのキモノとは、統治権力と結びつい

たものであった。たとえば 1920 年代に日本に留

学し、台湾議会の設置問題や男女のありかたを紹

介していた『台湾青年』では、台湾に戻ったら和

服は脱いで台湾の服を着るべきだと語られ、1942

年にもある女性が『民俗台湾』の中で、和服も台

湾服も自然なものとしては着られないという困惑

を語っている。漢族系台湾人男女のすべてはない

としても、かれら・かのじょたちエリート青年の

中には、衣服の選択、なかでもキモノを着るか着

ないかということは、たんに個人的な嗜好の差で

あるばかりでなく、民族的な対抗を含む政治的な

選択的行為として、やっかいな存在だったことが

うかがえる。 

 同時期の台湾先住民族にとってはどうだっただ

ろうか。1935年に行われた「高砂族青年団幹部懇

談会」では、内地人を真似た身なりをして満足し

ていることへの批判が先住民族のエリートによっ

て述べられている。もちろん台湾総督府主催の会

議であるため、それはキモノを着ること自体への
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批判というよりは、形の真似ばかりが先行し、精

神性が伴っていないという批判の形態をとったキ

モノ着用を含む日本人の身なりの真似への批判で

あった。この意味で、漢族系と先住民族とを問わ

ず、1920～1940 年代の被統治者エリートたちの

少なくとも一部にとって、キモノとは単なる衣類

の枠を超えて、政治的な意味合いを持ち、着るに

ためらいを覚える存在であった。 

 だが私が目にしたおばさんたちのキモノ姿から

は、政治的な意味合い、つまり、着るか着ないか

は一大問題という姿勢は皆無のように見えた。キ

モノを着ることへの屈託のなさは、あるいはおば

さんたちがかつて、先住民族エリートと呼べる若

者ではなかったからかもしれない。仮にそうだっ

たとして、おばさんたちとキモノの関係性につい

て、もう一つ疑問が残っていた。それは、キモノ

それ自体についてである。 

 

それはキモノではない？ 

 おそらくそこで踊っていたおばさんたちは

1920年代前後に生まれたと考えられるが、彼女た

ちが着ていたキモノは、振袖や留袖といった長着

ではなく、むしろ浴衣のような形態で、柄も和柄

というよりは中華風な柄であった。後にキモノに

ついてのインタビューを行った際、ひとりのおば

さんが、自分で作ったというものを見せてくれた。

それもまた、どちらかというと中華風の柄の木綿

生地で作られていた。そして驚いたことにそれは

手縫いでなく、ミシンで縫われていた。おばさん

が日本時代にキモノの裁ち方縫い方を学んだこと

があったならば、それは間違いなく手縫いだった

はずである。それがミシンに代わっているという

ことは、駅前での披露宴で踊っていたおばさんた

ちのキモノもミシン縫いだったのではないだろう

か。そうであるならば、どこかでミシンでキモノ

を縫う講習会のようなものが開かれたということ

ではないだろうか。 

 ここで指摘したいのは、おばさんたちが着てい

た、あるいは作ったキモノとは、形は確かにキモ

ノなのだが、柄の選択や縫い方は、正統的なキモ

ノというものを仮に設定するとして、そこからは

ズレた存在だったということである。 

 なぜおばさんたちは、現在もキモノのようなも

のをミシンで縫ったり、着たりするのだろうか？

何を着るかの選択は、1920～40年代の被統治者エ

リートたちのように、帝国内での生き方を含む、

民族性とかかわる政治的な問題であるだけではな

い。どのようなものを選ぶかは、自他を分ける主

体的な行為の問題でもある。だとすると、タイヤ

ル族のおばさんたちが示しているキモノを着るこ

ととは、どういうことなのだろうか。ここから発

した問いは、数年を経た 2008 年に「日本統治下

の北部台湾における先住民女性と和服―タイヤル

族を中心に」としてまとめ、『女性学年報』に掲載

された。 

 

見てはいけないもの？ 

 踊るおばさんたちに背を向けた時、何か見ては

いけないものを見たのではないかと思った。それ

は、キモノと呼んでよいかをためらわせる衣服を

まとっていたからでも、キモノに羽根つき扇子と

いう「間違った」組み合わせを見たからでもなく

（この組み合わせ自体も興味深いが）、戦後60年

以上経った現在、植民統治の経験者がキモノを着

て公共の場にいるということに、違和感を覚えた

からである。 

その後のフィールドワークでも、おばさんたちは

嬉しそうに自分で縫ったキモノや、訪日時に購入

したキモノを見せてくれたが、私自身はその度ご

とに、キモノとの距離や意味をどう測るべきかを

迫られた。 

 今から思えば私はキモノに、被統治者エリート

たちが経験した衣服の政治性を読み込んで、おば

さんたちがキモノを着るという行為を目にしたほ

かの人たちもまた衣服の政治性を読み、それを親

日的行為とみなしてしまうのではないかと危惧し

たのであろう。 

 だがキモノを着たり購入したりする行為の意味

を誤認していたのは、むしろ私自身だったのでは

ないだろうか？キモノを政治的なモノとしてのみ

取扱い、キモノ＝植民地支配の体現として読むな

らば、それを現在まとう姿は、親日という枠組み

から抜け出しにくい。しかし、時にそうではない

読み方があるとしたら？ 
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 おばさんたちの姿は、私が読んできた文字資料

上の植民統治に関する知識からは理解できないも

のだった。しかしあの日のおばさんたちの姿は、

私に「見る」ことを迫っていた。そしてそれを通

じた、おばさんたちにとっての植民統治がどのよ

うなものだったのかを理解しなおす機会を投げか

けていた。私はおばさんたちが投げていたものを、

的確に捉えてきただろうか。これからもおばさん

たちの植民統治経験について、その姿を追い続け

ていきたい。 

 

 

劉爺爺と眷村 

白 佐立（東京大学） 

 

 筆者はこれまで建築学分野において戦後台湾の

都市住宅史について研究を進めてきた。ただし、

「建築」史とは言っても、筆者が対象としている

のは「モノ」そのものではなく、ヒトの生活と空

間との関係性である。 

 本稿では、一般的に考えられるような「資料」

ではないかもしれないが、私の研究の方向性を修

正してくれ、悩んでいることに対してヒントを与

えてくれるような「資料」を紹介したい。その「資

料」とは、とある眷村に住む外省人のお爺さん劉

爺爺と本省人の奥さん劉婆婆と私の７年間のつき

あいの総和である（ここでは便宜的に「資料」と

呼ぶが、決して劉爺爺、劉婆婆のことを「モノ」

として扱っている訳ではないことを申し添えてお

く）。 

 私が初めてこの夫婦に出会ったのは2008年夏、

日本人の後輩と共に様々な眷村で聞き取りや実測

をしていた時の事である。眷村とは大陸から台湾

へやってきた軍人及びその家族の住まいとして国

軍により管理された住宅団地を指す。都市部に多

いのだが、一般に眷村は外部の台湾人社会から隔

離されており、住民は本省人との接触があまりな

く、「過客心理」を有しているとされる。また国軍

との繋がりが強いため、住民同士の連帯意識も強

いとされる。 

＊ 

 劉爺爺の住む眷村は空軍により建設された眷舎

と、そこに隣接する工場の廃屋からなる。工場の

廃屋には 10 世帯弱の軍人家族が住みついていた

が、こちらは「不法」占拠であり、彼らの住宅は

「違法」建築である（とはいえ国軍の眷村である

ことに変わりはない）。なお劉爺爺の家は眷舎の方

である。私たちはまず里長に挨拶に行き、この眷

村の調査を希望したところ、里長は劉爺爺と連絡

をとってくれ、劉爺爺が調査の協力を買って出て

くれた。そして劉家を調査する前に眷村全体を案

内してくれ、隣人たちに私たちのことを説明して

くれた。 

 私たちと劉爺爺が工場の廃屋を見て回っている

と、湖南省出身の住人楊爺爺が突然私たちに対し、

「お前は漢奸だ。なぜ日本人なんかを連れてくる

のだ。日本人さえいなければ私はここ〔台湾〕に

来る必要などなかったのだ！」と怒鳴ったのであ

る。私がびっくりしていると、劉爺爺は「なぜそ

んなことを言うんだ？子供に言ったって通じない

だろう。この日本人はあなたが恨んでいる日本人

とは違うんだ」と言って、私たちをその場から連

れ出した。そして劉爺爺は、「彼は湖南出身なんだ

よ。湖南人は性格が悪いから、あんまり気にしな

いでくれ。戦争を起こした日本人は確かに悪いけ

ど、彼はその日本人じゃないんだから。彼が悪い

わけじゃないのに、なんでそんなことを言うかな

ぁ。まぁ私の家に行きましょう」と慰めてくれた。

私のそれまでの台湾でのフィールドワーク調査の

経験では、日本人は嫌われる対象というよりもむ

しろ、日本人と共に調査した方が調査がうまくい

くことが多く、日本人を眷村に連れて来たことの

重大さを考えてもいなかったのである。 

 その後劉爺爺は自宅に案内してくれた。爺爺の

家は細長い敷地に建っており、入ってすぐが客間

で、その後ろに３つの寝室が繋がっており、さら

に奥には食堂、台所、浴室があった。そして家の

裏には庭があり、庭の端に離れがあった。その中

で最も私の目を引いたのは、客間に隣接した部屋

に設えられた「総舗」であった。総舗とは台湾漢

人の「伝統」家屋において、部屋の半分ほど、も

しくは一面に設えられる揚げ床を指す。靴を脱い
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であがる空間で、感覚的には「和室」のようなも

のである。これは本省人住宅に特徴的な設えと考

えられているので、外省人が暮らす眷村の中で総

舗を見かけるとは思ってもいなかったのである。

しかし考えてみれば、この家には嘉義出身の劉婆

婆も長年住んでいるのであり、実家にあった総舗

とそこでの靴を脱いでくつろぐ生活様式を持ち込

んだのも自然のなりゆきであっただろう。外省人

（とりわけ一代目）と本省人を別個の集団として

考えがちであったが、人々の生活様式は截然と分

けて論じることができるようなものではなく、自

然に重層し、融合してゆくことに気づかされたの

であった。 

 眷村は老朽化や世代交代、都市更新などの理由

から、1990 年代以降急速に再開発の対象となり、

都市から姿を消していくこととなった。劉爺爺の

住む眷村も、2013年には取り壊されることとなり、

夫婦は眷村を離れることとなった。取り壊しの際

に政府からあてがわれた高層マンションは息子家

族に譲り、元の眷村のすぐ近くの古いアパートに

引っ越した。私は長くお世話になっていることも

あり、台湾に帰る度に夫婦のアパートに挨拶に行

くことにしている。行くたびにたわいのない話を

して過ごすのだが、あるとき交わした会話は以下

のようであった。夫婦が移ったアパートは元の眷

村の家よりも狭く、爺爺が大事にしていた盆栽や、

庭に植えた大きな竜眼の樹は持ってくることがで

きなかったので、そのことを爺爺に尋ねると、盆

栽は人にあげたのだが、自分は毎日「老家」まで

散歩して、竜眼の樹の様子を確認しているのだと

いう。またアパートの客間にはDVDラックが置い

てあるのだが、私がどんな映画を見るのかと爺爺

に尋ねると、それらは全て「家郷」から買ってき

た湘劇だという。そして、今の住居のことを「家」

と呼び、高層マンションは「新房子」と呼ぶ。し

ばしば外省人一代目にとっての故郷は中国大陸だ

と言われるが、実際にはそれほど単純ではない。

故郷は「国境」により裁断されるようなものでは

なく、人が人生を過ごしてきた空間なのであり、

時に複数存在することだってあり得るのである。 

 今年の旧正月にも私は爺爺と婆婆に新年の挨拶

をしに行った。客間の壁にはこれまで見たことの

ない写真が飾られていた。以前の眷村の住民たち

の集合写真であった。爺爺は写真を見ながら、自

分と同じ世代の人はもうほとんど亡くなってしま

ったと言い、私が初めてこの眷村に調査をしに来

た時の出来事を思い出し、写真の中の楊爺爺を見

つけると言った。「いたいた、あの湖南人。楊姓の

人。あなたたちを怒鳴りつけた人。彼も去年亡く

なったよ。彼はとても日本人を恨んでいたね！彼

の家は違法建築だったから、新しいアパートに住

むには高額のお金を払わないとだめなんだよ。私

は少しのお金を払うだけでよかったんだけどね。」

空軍が建設した眷舎に住んでいた劉夫婦は、取り

壊しの際に手厚い補償を受けた一方、楊爺爺の様

な「違法建築」に住む住人はその待遇に大きな差

があったのである。選挙の際の、国民党の「鉄票

区」のイメージに代表されるように、眷村はしば

しば一枚岩のような存在として外からは捉えられ

るが、実際にはその中にも複雑な事情があり、ま

た明確な格差もあるのである。 

 劉爺爺が楊爺爺の話を終えると、話を聞いてい

た劉婆婆がぼそっと、「彼も日本人を恨んでいたか

もしれないけど、私だって日本人を恨んでいるん

だ。２歳の時にお父さんが日本人の軍夫になって、

村から出ていったきり帰ってこなかった。私の村

の男60人余りはみな軍夫になったけど、一人も帰

ってこなかったんだよ」と言った。いつも家族の

ように接してくれる婆婆からこの話を聞かされた

時の衝撃は大きかった。彼女は「本省人」だし、

これまで何度も自分の沖縄旅行の体験を楽しそう

に語ってくれたり、日本は清潔でいいところだと

言ったりしていたので、私は勝手に婆婆は「親日」

的であると勘違いしていたのである。彼女の感情

を決めつけてかかっていた私の傲慢さを痛感させ

られた。日本への「憧れ」を抱きつつも、過去の

記憶がもたらす日本への怒りが劉婆婆の中には併

存しているのであった。 

＊ 

 劉爺爺、劉婆婆とのつきあいは、既存のイメー

ジに寄りかかって対象を見ていたのでは、対象の

持つ複雑で繊細な意味を理解することができない

ことを私に実感させてくれた。その意味で、人と

の「つきあい」も一種の「資料」なのだろうと思
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う。台湾研究においてオーラルヒストリー（口述

歴史）はすでに多くの蓄積があるが、これらの多

くは予め設定したテーマに沿って、特定の対象の

話を記録するものであるように思われる。だが、

筆者は相手とじっくりつきあい、一定の信頼関係

を築き上げた上で何気なく語られる話にこそ、既

存のイメージを批判的に検討し、ものごとの複雑

性を掴むことのできる可能性が秘められているよ

うに思うのである。 

 

 

ジョージ・Ｈ・カー文書の導いた出会い

泉水英計（神奈川大学） 

 

 沖縄をフィールドに文化人類学を学んでいたが、

６年前の春休み、初めて一人で台北に降り立った。

まっすぐに二二八紀念館に向かい、「カーの資料が

見たい」と来意を告げる。一般利用には供してい

ないと教えられ、渡台前に問い合わせなかったこ

とを悔やんだ。それでも謝館長の好意で目録を見

せてもらうと、沖縄に関係しそうな文書が見つか

った。結局、一筆書いて利用許可をもらい、短い

滞在と知った職員が休日出勤までして複写作業を

してくれた。深謝したかったが片言の北京語すら

話せず、また、台湾に知人もおらず、文字通りた

だ黙々と資料に向かった１週間であった。 

 当時の私の関心は、沖縄の長期保有を前提に米

軍がおこなった琉球列島学術調査（SIRI）にあった。

人類学者の民族誌に加え、公衆衛生や天然資源開

発を含む総合的な共同調査プロジェクトだが、そ

こに混じってジョージ・Ｈ・カー（G. H. Kerr）の

琉球通史がある。欧文で唯一の類書として今日ま

で広く読まれているが、沖縄の教科書用に翻訳さ

れたこともあって、日本からの施政権分離を正当

化するプロパガンダだったのではという猜疑心に

もさらされている。 

 沖縄県公文書館にある彼の個人文書に取り組み

はじめた頃だった。軍や国務省の公文書の写しや

未刊原稿、カーボンコピーを徹底させた往復書簡、

研究や講義用のノート、レジメ類、抜刷り、切抜

記事、走り書きのメモから、私的な写真やパスポ

ート、スケジュール帳、生活保護の受給記録まで、

「紙」を捨てることができない性分であったとい

う彼の残した資料に圧倒された。史料読解の訓練

を受けたことがなく、自己流の暗中模索で脱線や

回り道を繰り返したが、アントニー・ジェンキン

ズ氏が作成した精緻な目録に助けられ、個人文書

から開かれていく一つの時空間に没入する楽しみ

を覚えはじめていた。「台湾関係」と分類されてい

る大項目が気になっていたが、「まとまった資料が

台北にもあるらしい」と仲本専門員からうかがい、

この伝聞の伝聞だけを頼りに二二八紀念館を訪れ

たのであった。 

 沖縄のカーは良くも悪くも琉球史家であったが、

台湾では何よりも先ず、二二八事件の目撃譚

Formosa Betrayedの著者として知られていた。そ
のギャップがひとつの研究課題を示しているよう

に感じられた。沖縄も台湾もともに、戦前は日本

の南の境界に近接して活発に交流し、戦後は米国

の東アジア戦略により日本から切り離されて冷戦

期の年月を歩む。今日両者の比較研究が盛んとな

っている所以であるが、20世紀中葉の２つの社会

を貫く１本の糸としてカーの半生は類い希な情報

源となるだろう。日米開戦前に台北での教員生活

で培った人脈が戦後の沖縄調査を助け、米海軍で

台湾侵攻作戦計画をともにした同僚たちが沖縄軍

政府で活躍し、台北副領事時代には、帰郷を阻ま

れた沖縄人引揚げ者の救済に奔走している。カー

の足跡を追うことで、意図せずに、両地域を往来

してきた様々な人々の人生を垣間見ることになっ

た。 

 カーと彼が関係を結んだ人物との追跡はまた、

彼の文書がなかったならば縁も無かったような場

所へ足を運ぶ機会を与えてくれた。台湾大学図書

館や国立台湾図書館、国史館台湾文献館には、戦

前戦中の台北論壇で活躍した人々の記録、あるい

は戦後の留用で台湾に残った沖縄人や日本人の記

録があった。カーは二二八事件中に米軍の介入を

画策したとして台湾を逐われる。帰国後に奉職し

たスタンフォード大学のフーバー研究所には、台

北領事館から観察した国民政府の台湾接収を伝え

る記録が主に残されていた。ワシントンの海軍図
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書館や議会図書館、公文書館には、戦中の台湾軍

政府計画の公式記録があった。他にも、一時的に

教職を得たワシントン大学やカリフォルニア大学

には、カーが台湾から持ち帰った引揚げ者の旧蔵

書籍を土台に東アジア文庫が形成されていると聞

く。また、晩年を過ごしたハワイにもまだ資料が

残っているようだが、いずれも未見である。 

 各地に分散していても一度は同一人物の手元を

通り過ぎた資料だから、パズルが合うように一連

のものとして繋がるときがある。一例をあげると、

1946 年に総督府跡の廃墟で避難生活を送ってい

た沖縄人たちが、悪化する難民キャンプの衛生状

態を「アメリカの高官」に伝え援助を求めたこと

があった。二二八、フーバーそして琉球大学附属

図書館のカー文書をつなぎ合わせると、沖縄人指

導者たちが戦前からの人的繋がりを頼りにカーに

仲介を求め、彼が領事館報告としてまとめて救済

を上申したことが明らかになる。 

 資料探索の途上で別の纏った資料群に出会うこ

とも多い。2011年の夏休みにカー文書の収集に沖

縄に滞在していたとき、たまたま観たテレビ番組

で、川平朝申という沖縄文化人の個人資料が那覇

市歴史博物館に寄贈されたことを知る。台湾引揚

げ時の沖縄人指導者の一人であり、戦後のカーの

沖縄調査を手伝ってもいたので、カーが写ったス

ナップでも見つかれば幸いという程度の期待で翌

日訪れた。ところが、蓋を開けてみると、戦前の

台北文化人のネットワークの一端と、そこから戦

後の沖縄民俗研究への連続を具体的に示す一群の

書簡があり驚いた。より一般に、沖縄社会の戦後

復興における台湾引揚げ者の貢献を証す資料群で

あり、川平の多才を反映して児童文学、放送史、

音楽史、映画史など多分野の注目を集めはじめて

いる。私には、川平の琉球結核予防会での活動を

通じて、琉球列島学術調査の公衆衛生分野を改め

て検討する機会にもなった。 

 二二八紀念館のカー文書は、渡米して医業に就

いた台北高校尋常科の教え子・簫成美氏が保管し

ていた資料を購入したもので、同館の現蔵資料の

大半を占める。最初の披露の機会となった 1999

年の特別展「被出売的台湾―葛超智文物展」に足

を運んだという本学会会員もおられるだろう。米

軍の公文書の写しと、連合国救済復興機関

（UNRRA）の活動資料とが中心だが、高官から学

生まで台日米の様々な人物と交わした大量の書簡

がとりわけ興味深い。また、戦前台北で西川満が

流行らせていた豪華な装丁の文学書や松山虔三の

民俗写真なども相当数ある。受け入れ時の資料整

理を指揮した静宜大学の蘇瑤崇氏が監修した陰影

本が出ていた。是非会いたいと思ったが、空港か

ら台北駅に出るのに手間取っていた私には、台中

の郊外まで顔も知らない人に会いに行く勇気がな

かった。その後、同氏沖縄調査の機会にジェンキ

ンズ氏から紹介され、この１年半は数度にわたり

カー文書の調査に同行させていただいている。最

近、その蘇氏からのメ―ルで、本年６月に二二八

紀念館が２度目のカー展を開くことを知った。彼

も加わった Formosa Betrayed の新訳が出て改め
てカーが注目を集めているようだ。オープニン

グ・イベントに誘われて、６年前の孤独な訪問を

思い出さずにはいられなかった。研究の本分では

ないかも知れないが、資料を通して得られるこの

ような知己もまた、その資料のもつ魅力なのでは

ないかと思う。 

 

 

台湾語研究の新たな可能性 

陳 麗君（国立成功大学） 

 

 近年、台湾新移民を対象に社会言語学的な研究

をつづけてきている。2014 年は 200 年ぶりの潤

９月（旧暦上では９月が２回連続）のため、お正

月は従来よりも遅く2015年２月19日になり、一

ヶ月間得したはずだった。フィリッピンにも出向

き、日・台・菲の移民実情を探っているのだが、

相応しい成果があまり出せなくて実に心細い日々

を送っている。去年行ったことを振り返ってみる

と、大きな仕事が 2 つ挙げられる。一つは 10 月

末に主催した「第十回台湾言語とその教学国際学

術シンポジウム」で、みなさんのご協力のおかげ

で無事円満に幕を閉じることができ、ホッとして

いる。もう一つは『王育徳紀念講座文集』（台南市
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話（ōe）話し 

講話（kóng-ōe）話しをする 

汝毋通遮爾厚話（Lí m¯-thang chiah-nī kāu-ōe）

君はこんなにおしゃべりをするな 

 

 王育徳の『台湾語初級』では、全文にアクセン

ト素の括弧づけが行われており、アクセント素に

よる台湾語の形式構造が考察されている。そして、

同書の付録補講には次のようにある。アクセント

核の所在は原則として（１）主語（指示詞の場合

は例外が多い）（２）介詞の目的語（３）「ê」の前

（４）二者択一の疑問文におけるそれぞれの命題

（５）文末（王 1993：162）。また「福建語法の

研究－構造的な文法論の試み－」（1983）では、

アクセント素を利用して、単語より大きく、文よ

り小さい 13 種の統語構造が作られた。中嶋幹起

（1972）は、王の『台湾語常用語彙』（1957）と

「台湾語講座」『台湾青年』（1960）に基づいて、

統語論的な観点から声調交替の考察を行っている。

台湾語における統辞構造の上から基本的と認めら

れる諸形式が種々の関係で統合されている場合、

音声交替を起こして形成された声調グループとは、

この統語関係を反映させるための音声面での現象

であると結論付けた。さらに、アクセントの所在

の形成原則について例を挙げてみる。次の例では、

主部（指示詞以外）と述部の最終音節がアクセン

ト核を持ち、これは主題（topic）と主題に対する

言及（comment）構造とも言える。そこから一歩

踏み込んで、テーマとレーマの情報構造で対照し

てみると、それぞれのアクセント核に重要情報が

置かれているという仕組みが見えてくる。 

 

阿娥｜kā汝講啥物（A-ngô͘｜kā lí kóng siáⁿ-mih）

アガは｜君に何を話した 

汝 kā 阿娥｜講啥物（Lí kā a-ngô͘ ｜kóng siáⁿ

-mih）君はアガに｜何を話した 

阿弟ê餅｜予狗｜食ah（A-tī ê piáⁿ｜ hō͘ káu| 

chia̍h--ah.）ぼくのおかしは｜いぬに｜食べら

れた 

 

 上記の文で、記号「｜」に区切られたアクセン

ト素単位を発話情報の伝達単位と見なすことも可

能である。したがって、これらのアクセント素は、

統語的・韻律的そして談話的な情報構造を備えた

単位である可能性が考えられる。そこで、重要情

報にアクセント核を置くことについて、声調交替

による軽声の現象を挙げてみる。 

 

來（lâi）来る 

過來（kòe--lâi）おいて 

走過來（cháu--kòe-lâi）走ってくる 

 

 このように「來」は、動作性動詞から動詞趨向

補語になった場合、動詞「来る」の意味内容が弱

化して、方向性を示す機能語になる。このような

軽声化（記号「--」で示す）現象では、もともと

最後の音節にアクセント核を置きつつ、そこに重

要情報を持たせていたものが、軽声化によって前

の節にアクセント核が移動すると同時に重要情報

も前に移行する。このように、動詞から趨向補語

になったものにはほかにもいくつかの例がある

（詳細は樋口靖 2008 を参照）。たとえば、--過去

（ていく）・行--入来（歩いて入ってくる）・行--

出去（歩いて出ていく）・飛--起lih（飛び上がって

いく）などである。しかし、これらの補語には動

きや方向性といった具体的な意味が失われ、話し

手にもとづく時間の意味が付け加えられる現象も

しばしば見られる。たとえば、「熱--起來」（暑く

なってきた）には抽象的な時の意味が新たに付加

される。このような変化の過程は文法化現象とい

う。台湾語の文法化研究は面白く且つ未開発の領

域で溢れている。先ほど挙げた基礎語彙の動詞だ

けではなく、名詞または数量詞の例もある。 

 

後日（āu-ji̍t） 後日  

  （āu--ji̍t）あさって 

正月（chiàⁿ-goe̍h）お正月 

    （chiàⁿ--goe̍h）一月 

先生（sian-sin ）先生 

    （--sian-sin ）敬称表現～さん 

做人（chò-lâng）人として普段の行為 

    （chò--lâng）嫁に出す 

啉一杯 (lim chi̍t-poe）一杯を飲む 

     （lim--chi̍t-poe）飲む（何杯の制限がない） 
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 以上、台湾語のアクセント素は語用論研究や機

能文法に応用できそうな談話単位であり、文法化

現象の分析検証にもかなりの好材料であろう。研

究素材がそうであるように、世界は思いよらない

ところで繋がっている。私は日本に留学したこと

で台湾語研究に出会え、社会言語学を皮切りに台

湾原住民研究に接触し、いまは移民の言語伝承に

まつわる社会構造の迷路に入ってしまった。しか

し、「山重なり水複わり路無きかと疑うに、柳暗く

花明るきところに又一村」であるよう、研究は意

外なところで展開することを信じている。 

 

 

わたしの出会った資料 

星 純子（茨城大学） 

 

 その昔筆者が修士課程に進学したとき、当時の

指導教員はよそから進学してきた筆者に「台湾研

究を志すにあたり、中国や日本に関する研究も網

羅しておくこと。台湾に関するものばかり読んで

も台湾研究はできません」という「最高指示」を

下された。そんなの無理～と震え上がった記憶が

あるが、日本研究は後に大いに筆者の研究を助け

ることになった。本稿のお題である「台湾研究の

新たな課題や可能性について多角的にとらえ直す

きっかけ」になるかどうかは分からないが、本稿

では筆者の出会った資料として、日本の地域社会

学の名著である福武直編(1965)『地域開発の構想

と現実 Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ』東京大学出版会を紹介した

い。 

 まず、なぜ日本研究か。博士課程に入り、「最高

指示」などすっかり忘れていた筆者は、自分のフ

ィールドである高雄県美濃鎮(現：高雄市美濃区)

のダム建設反対運動にとどまらない豊富さに圧倒

され、博士論文の視点をめぐって途方に暮れてい

た。そんな迷う筆者に、美濃の人たちは親切にも

美濃に日本人が来るたびに紹介してくれた。美濃

は「典型的」客家農村として台湾で意味づけられ

ていたので、視察に来る日本人も多かったが、そ

の中には合鴨水稲同時作で有名な農家ならぬ「百

姓」、農村社会学者など少なからぬ農業関係者がい

た。彼(女)らと話していると、「農基法行政」や「農

文協」といった言葉が頻出する。「あの～、農文協

って何ですか？」と尋ねてみると、前述の「百姓」

夫人に「んまぁー、農文協知らない人初めて見た

わー」と呆れられるくらい筆者は日本の事情につ

いて無知であった。農文協(農山漁村文化協会)は日

本で有名な農業関係の出版社で、農基法(農業基本

法)行政は、1961 年に制定された日本農業の近代

化や効率化をうたう農業基本法にもとづく農政の

ことであると知ったのは、美濃での長期滞在を終

えて帰国した後だった。今思えば、草の根レベル

で頻発する日台交流で起こる「日本と台湾は似て

いるけど、お互いに重要なところを理解していな

いのでは？」というすれ違いの発見は、「最高指示」

を忘れていた筆者にも日本の社会運動や地域社会

について再考を迫ったといえる。 

 帰国後、日本農村社会学や地域社会学の研究を

読むと、日本と台湾の様々な共通点や違いに気付

いた。その中で必ず引用される研究が、本稿で紹

介する『地域開発の構想と現実』(以下、本書)であ

る。以下、簡単に著者と内容を紹介して台湾研究

への応用を考えたい。 

 編者の福武直(1917-1989)は『中国村落の社会生

活』(1947年)でも有名だが、戦後農地改革で地主

制から解放された日本農村社会の民主化に関心を

持ち、政治の丸山眞男、経済の大塚久雄とともに

戦後日本の民主化に関心をもつ学者として知られ

た。しかし福武は、戦後民主化されたはずの農村

が解体し、農民層が分会する様子に直面する。

1956年に出版された『合併町村の実態』では昭和

の大合併により、本書では全国総合開発計画(1962

年閣議決定)により、それぞれ地域社会が自律性と

枠組みを失ってより非民主的になる様子が鮮明に

描かれている。 

 本書は3冊から成り、第1冊は「百万都市の幻

想と実態」と副題して富山県新湊市を、第2冊は

「新産業都市への期待と現実」と副題して青森県

八戸市を、第3冊は「工業都市化のバランス・シ

ート」と副題して三重県四日市市と静岡県富士市

を調査している。この3冊では、自治体や住民が

不在のまま中央によって決定された机上の開発計
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画によって、自治体は何の産業的基礎もなしに自

前の能力以上かつ借金頼みの予算を組まざるをえ

なくなり、その結果国―県―自治体という序列が

強化される様子が描かれている。そして、「開発は、

対自然的な取り組みでないのはもちろんのこと、

地域と進出企業の直接的な関係として現象するだ

けにとどまらず、当該地域社会の全住民の生活に

なんらかの形で影響と変化をもたらすわけで、そ

の及ぶところ、地域の経済、政治、行政、社会生

活の分野にわたるのである。もはや住民のすべて

が、それにかかわりをもつことなしに過ぎ、開発

行政を見送ってしまうといったわけにはいかなく

なった」(同書Ⅰ、p.18)と地域開発の政治性を指摘

する。本書は、このように地方自治や農地解放な

ど民主化の完成したはずの戦後日本地域社会にお

ける巨大開発が、新たな政治を作り出す局面を的

確にとらえており、本書の問題意識はその後の地

域社会学や環境社会学に引き継がれた。例えば、

青森県のむつ小川原総合開発計画が核燃サイクル

施設建設へと変貌していく様子を描いた飯島伸子

ら編『巨大地域開発の構想と帰結』は、本書と書

名を似せることで同じ問題の構図を示唆している。 

 地域社会の埒外で決められる巨大開発が、新た

な非民主的政治を作り出すという課題は、2015年

1 月に死去した U・ベックの「サブ政治」（『危険

社会』）という概念が80年代後半に浸透して以降、

目新しくはない。しかし、美濃の社会運動の実証

研究をめざす筆者にとって、本書は開発や中央由

来の補助金の持つ性質を考える際に有効な視点を

提供してくれただけでなく、地域社会の政治を総

合的に検証する重要性を提起してくれた。1996年

の総統直接選挙を区切りとするならば、台湾で制

度的民主化が完成して約 20 年経過したことにな

るが、美濃におけるダム建設反対運動はこの制度

的民主化がまさに完成する時期に発生し、巨大開

発の政治性をあらわにしていった。そしてその後

も河川行政や国家自然公園設立をめぐる非民主的

政治は続いている。 

 本書は台湾と日本の共通点だけでなく、違いに

ついても考えさせられる。台湾の社会運動に中央

政府の大量の補助金が投下されている目的は、台

湾ナショナリズムにもとづいたナショナル台湾文

化の実体化である。官製台湾ナショナリズムが続

くかぎり、政府は地域社会における台湾文化の実

体化を欲しつづけるが、社会運動がその役割を引

き受け、制度化しながら自らの目的を達成しよう

とするメカニズムは日本にはない。この台湾ナシ

ョナリズム由来の政府補助金は、台湾の社会運動

や地域社会に独特の政治を生み出しており、筆者

はこの政治について博士論文で論じることになっ

た。 

 もちろん、本書は日本の地域社会学に批判され

て久しい。本書は当時の巨大開発計画について自

治体や住民不在のもとで中央省庁がトップダウン

に計画したものであることを批判している。しか

しそれを積極的に争って受け入れようとしたのも

自治体や住民であるという批判がジョン・ダワー

の『敗北を抱きしめて』に着想を得た「開発を抱

きしめて」という概念で近年表されるようになっ

た。東日本大震災で明らかになった原発立地自治

体の原子力への依存ぶりは「抱きしめる」の最た

るものである。台湾でもそれは同様で、美濃ダム

開発計画が美濃の一部の政治家やその支持者の熱

烈な支持に支えられていた局面を忘れてはいけな

い。策定する中央→それに抵抗する地域社会とい

う構図はあまりに単純であり、今後の研究はより

多面的に地域社会を考察していく必要がある。 

 しかし、分厚い実証に支えられて巨大地域開発

の問題の構図と政治性を示したという点で、本書

は今も十分価値を持つ。民主化後の台湾研究にこ

そ、本書で示された「古くて新しい問題」が新た

な視点をもたらすのではと考え、ご紹介する次第

である。 

 

 

「日本語文学」が読めるようになった頃

和泉 司（豊橋技術科学大学） 

 

 台湾の文学について研究を始めた頃、必ず聞か

れたのは、「どうして台湾のことをやるの？」とい

う質問だった。1990年代後半、私は日本文学科の

大学院修士課程に在籍中で、そこでは「日本のこ
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と」を扱うのが当たり前。旧殖民地文学研究は、

そういう研究の存在は知られていたものの、「日文

で扱うものなの？」という考え方が強かったのだ

った。 

 私が大学院進学当初関心を持っていたのは「上

京する青年」と「近代学校制度」だった。近代以

降、立身出世を夢見て上京する青年たちが、その

手段として上級学校進学を目指すという仕組みが

日本でできあがっていくとき、実際にその仕組み

に参加した青年達と日本社会の変化について考え

たい、それを描いた文学テクストを読んでいきた

い、と思ったからだ。大学学部の卒業論文で、明

治時代の「上京する青年」について調べた（つも

りになっていた）私は、修士課程では「その先」

として、大正・昭和初期について調査を進めた。

そのとき、明治末から大正にかけて、中国、韓国、

さらに台湾から多くの「留学生」が東京に集まっ

ていたことを知った。東京が、アジアの青年達に

とっての「近代化の中心地」となっていたことに、

私は興奮した。 

 ちょうどその頃、所属していたゼミの先輩が、

大正～昭和の総合誌『改造』の研究会を開催して

おり、そこで発表をしてみないかと誘われた。そ

のとき、私は学部時代に旅行した台湾のことを思

い出し、『改造』の中の台湾関係の記事を集めて報

告しようと考えた。そこで見つけたのが、龍瑛宗

「パパイヤのある街」だった。 

 龍瑛宗は留学経験こそなかったが、殖民地下の

教育によって日本語を身につけ、日本の総合誌の

文学賞に投稿して入選したという事実と、そのテ

クストの内容が「立身出世を目指す青年」であっ

たことに、私は惹き付けられた。 

 しかし、『改造』本誌は大学図書館で読めたもの

の、日本統治期台湾で発表されたテクストはどん

な雑誌に掲載されて、それはどこで読めるのか、

全くわからなかった。当時はインターネットもよ

うやく大学に回線が届くようになったばかりで、

私は自分の PC も持っていないような状態。調べ

る手段は、まず大学図書館で関連研究書を探すこ

としかなかった。 

 そこで見つかったのが、垂水千恵先生の『台湾

の日本語文学』、下村作次郎先生の『文学で読む台

湾』、河原功先生の『台湾新文学運動の展開』、藤

井省三先生の『台湾文学この百年』だった。これ

らを読んで、まず『文藝台湾』と『台湾文学』と

いう文芸誌の存在を知り、しかしそれはどこにあ

るのだろうか、テクスト自体はどうやって読める

だろう…と思いながらOPAC検索をしていたとき

にヒットしたのが、当時出版されたばかりの『日

本統治期台湾 日本人作家作品集』と『日本統治

期台湾 台湾人作家作品集』の二つの作品集だっ

た。 

 これ以前に台湾に関する文学テクストを収録し

た書籍は、黒川創氏編集の『「外地」の日本語文学

選 南方・台湾』ぐらいだった。しかし、この本

には西川満や周金波などの、当時毀誉褒貶が激し

く研究論文に名前が挙がることが多かったテクス

トが収録されておらず、自分にとって物足りない

ものだった。それが、この作品集は、西川満集に

二巻を割き、周金波の最重要テクストであった「志

願兵」も入っていた。それぞれ六万円以上の価格

で、修士課程の院生にはなかなか厳しい金額だっ

たが、これを買わずに修士論文は書けないと、思

いきって購入し、レジで緊張しながら一万円札を

ばさばささせた時のことは、まだよく覚えている。

それに前後して、『周金波日本語作品集』も手に入

ったとき、私の研究テーマは「上京する青年」か

ら「台湾の日本語文学」に、つながりはありなが

ら（と自分では思っていた）大きく舵を切ってい

た。 

 これら作品集と研究書を通じて、台湾文学研究

者の先生方のお名前を知り、他大学の講義中に押

しかけたり、学会でお声がけするなどしてずうず

うしくご指導を仰ぐ中で、台湾には日本統治期に

出版された文芸誌をまとめて復刻した『新文学雑

誌叢刊』という出版物があることを教えていただ

いた。そしてその話には、「そろそろ在庫が尽きる」

という情報まで付随していて、私は大変焦った。

その本が手に入れば、日本統治期の文学運動がか

なり鮮明になる。しかしもうすぐその本は売り切

れてしまう？どこに行って買えばいいのだろう

か？ 

 そんな想いもあり、修士課程二年目の六月末か

ら、私は台南市の成功大学の中国語語学研修コー
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スに短期留学した。研究会やゼミで台湾のことを

報告するようになってから、自分が何もわからず

に台湾の日本語文学を扱っていることを痛感して

いた。それは今でも大して変わっていないが、そ

のときは「台湾にいけば変わるんじゃないだろう

か」「そして資料も見つかって、論文も書けるよう

になるに違いない」と思ったのだった。そうして、

私は、まだ学期中で授業もある時期に、指導教授

や履修中の演習の先生に無理をお願いして、学校

を休んで台南へ行ったのである。 

 中国語は「你好」と「謝謝」しか知らないレベ

ルで台南へ行き、最初は学校へ通うだけで精一杯

だったが、そのとき救いになったのは、成功大学

の文学院図書室にあった日本語書籍と、『新文学雑

誌叢刊』だった。成功大学図書館には、それがあ

ったのだ。私は中国語の授業を終えると、ほぼ毎

日、図書室へ行って、『新文学雑誌叢刊』を眺めて

いた。台湾に行ってまで日本語を読んでいる有様

なので、中国語は上達せず、それは今でも後悔の

種なのだが、初めて見る『新文学雑誌叢刊』と、

その中の『台湾文芸』『台湾新文学』『文藝台湾』

『台湾文学』『台湾文芸（1944年以降のもの）』は、

私にとっては宝物を探し当てたようなものだった。

しかもその図書室には『台南新報』『台湾日報』の

マイクロフィルムまであり、中国語学習が行き詰

まる一方で、私は自分が研究をしている、できて

いる、という充実感を味わっていた。 

 その後、語学研修の途中にあった休暇期間に台

北に出かけて、南天書局にたどり着き、とうとう

『新文学雑誌叢刊』を手に入れることができた。

そのとき、店長さんが「これはスペシャルですよ」

と日本語で説明された言葉は、今でも忘れられな

い。船便で送られたそれを、私は帰国後にじりじ

りと待っていた。 

 二つの『作品集』と『周金波集』が、ちょうど

台湾の日本語文学を扱おうと思った直前に出版さ

れていたことに、私は勝手に運命を感じている。

出版が遅かったら、ものぐさな私は台湾の日本語

文学の調査を諦めていただろう。逆にもっと早か

ったら、他の誰かが先に研究を始めていて、ひね

くれ者の私は取り組まなかったかもしれない。 

 その後、これらの作品集をまとめた先生方のご

尽力で、さらに多くの〈資料〉が発見・復刻され、

台湾の日本語文学研究の環境は信じられないほど

整備されてきた。私はただその恩恵にあずかって

きただけで、何の貢献もしておらず、恥ずかしい

限りだが、せめて出来うる限りこれらの〈資料〉

を活用し、その重要性を示していくことができれ

ば、と考えている。 
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追悼 

 

 

三田裕次先生を偲ぶ 

松田康博（東京大学） 

 

 台湾史研究家の三田裕次先生が、2014年11月

になくなった。三田先生のあの強烈な個性がこの

世から消えてしまった現実を前に、心の中が急に

淋しくなった。一つの時代の終わりだな、と感じ

たものである。 

 なぜ私が三田裕次氏を「先生」と呼ぶかという

と、まさに台湾史に関する私の「師」であったか

らである。三田先生に最初にお会いしたのは、

1992 年から参加し始めた「東京現代台湾研究会」

の定例研究会の場であった。同研究会は日本台湾

学会の前身の一つである。関東の古株の研究者な

ら誰もが懐かしく思い出すはずの、数少ない勉強

の場であった。 

 その定例研究会に、三田先生はほぼ毎回参加し

ていた。先生は、一橋大学の学生だった 1970 年

夏に台湾に立ち寄って以来、2年に1回台湾を訪

問するようになった。当時、中国語の勉強をしな

がら、台湾の友人が読むための本を届けるのが目

的だったという。そして、1981年から88年にか

けて丸紅台北支店駐在員として約6年半台湾に滞

在した時に大量に古書を収集し、台湾史の研究に

没頭した。その間、一時中国文化大学で非常勤講

師をされていた。 

 三田先生の台湾に関する知識は、群を抜いて豊

富であり、研究会での発言は厳密だった。報告者

に少しでもあやふやな発言があれば、すぐに三田

先生の厳しい指摘が飛んだ。まだ院生だった私に

は正直ちょっと怖い存在だった。その後の懇親会

では、タバコをプカプカふかしながら、大放談で

ある。特に次々と繰り出される「台湾への愛情に

満ちた毒舌」は、妙におかしかった。当時立法院

で繰り広げられた大立ち回りなど、三田先生にか

かると「ありゃ『分類械闘』だな」という具合で

ある。 

 その三田先生が、「松田君、うちで勉強会をやっ

ている。来ないか？」と誘ってくださったのであ

る。私はそれまで台湾のことを系統的に勉強した

ことがなかった。学部や大学院の授業は全て中国

にかかわるもので、台湾関係はゼロであった。学

部の時に台湾に4ヶ月半留学したにもかかわらず、

台湾に関する知識が乏しかった私は、即お願いし

た。 

 この台湾史勉強会は、月に一回、土曜日午後に

小平市のご自宅で行われた。中国文化大学時代の

教え子が日本に留学するようになり、彼らに台湾

史を教えるため、1991 年から始めたのだそうだ。

先生曰く「今の台湾史の議論はあまりにも間違い

が多すぎる。史実に基づき基礎を勉強しなきゃだ

めだ」、「わしがやらなきゃ誰がやる！」というこ

とだった。ご自宅の地下が書庫になっていて、そ

こで車座になって勉強会が始まる。参加者はやは

り台湾人留学生が多かった。私は 1993 年に参加

した。 

 教科書は王育徳・宗像隆幸『新しい台湾―独立

への歴史と未来図―』（弘文堂、1990 年）であっ

た。三田先生曰く、この本は「原住民に対する見

方や事実認識がおかしい。それ以外は、おおむね

まともである」というものであった。実際ページ

毎に、史実と対照して、どこがどう間違っている

かを、三田先生はきちんと指摘されていた。 

 当時は台湾に関する手軽な教科書は戴國煇『台

湾――人間・歴史・心性』（岩波新書、1988 年）

くらいしかなかった。しかし三田先生は同書につ

いて「台湾と中国との関係、たとえば羅福星事件

について中国革命との関係を過大に評価している」

と手厳しかった。勉強会の途中で出版された、伊

藤潔『台湾――四百年の歴史と展望』（中公新書、

1993 年）についても、「歴史研究の基礎ができて

いない」と、具体的に記述や写真などを挙げて的

確に批判されていた。「なるほど、歴史家はこうい

うところを見るのか」と震え上がった記憶がある。 

 勉強会では、毎回教科書を一章ずつ読み、ポイ

ント毎に三田先生の解説があった。平埔族、ケタ
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ガラン、顔思斉、和唐内（鄭成功）、打狗、ダッチ

ボンド、コイエット、蕃字洞、西仔、教冊、ファ

イエット（郭懐一）、甲螺（かしら）、ピンクワ（何

斌）、三禁、福佬客、大租戸、草地、安平（アンピ

ン）と安平（あんぺい）、ブンケツ（潘文杰）、螟

蛉子、陳法、五分車、揚文会・・・。それまで聞

いたことさえ無かった言葉が三田先生の口から台

湾語（福佬語）混じりでスラスラと出てくる。何

もわかってなかった。台湾史に関する自分の無知

は、衝撃的なくらいひどかった。こうして、この

勉強会を通じて、水を吸う砂のように、私の頭に

台湾史の知識が入り込んだのである。 

 三田先生の解説には、「現物」がつきものだった。

台湾を接収した軍部隊のパンフレットだったり、

先住民と漢人の土地の契約書だったり、先住民語

で書かれたマタイの福音書だったり、歴史的人物

の写真だったり、辜顕栄の葬式のフィルムだった

り、日本時代の流行歌の楽譜だったり・・・。「現

物」の解説には、熱がこもっていた。私がそれま

で接したことのない文化史の香りがぷんぷんした。 

 三田先生の凄さは、これらを全部自費で集めた

ことである。三田先生は無類の愛書家であった。

驚くような本や資料が先生の下に集まっていた。

「古本屋では必ず言い値で買いなさい。決して値

切ってはいけない。言い値で買い続ければ、古本

屋はあなたのためだけに本を集めてくれるように

なるからね」というのが、三田先生の教えである。

私はこの教えを今でも守り続けている。なぜなら、

本当にその通りだからである。 

 勉強会が終わると食事を振る舞っていただいた。

晴美夫人の絶品の手料理、無邪気なお子さんたち、

換気扇の下でタバコを吸う三田先生・・・今でも

その情景をはっきりと覚えている。台湾人留学生

との間の何気ない雑談の中で、三田先生は、自分

の知識を再確認されていた。底なしの、恐ろしい

までの知識欲だったと思う。この私塾型の勉強会

は、私の理想であり、将来の計画でもある。現役

を引退して、研究室がなくなったら、三田先生の

ように、私も自宅で学生を集めて勉強会をやるの

だ！ 

 2009年に川島真さん、清水麗さん、楊永明さん

と 4 人で『日台関係史――1945-2008』を上梓し

たときは、私が担当した 1980 年代の日台関係に

関して、三田先生にインタビューをしたことがあ

る。この録音は当時の台湾の雰囲気を正確に伝え

る貴重な証言である。謹呈した時は「いい本だけ

ど、政治外交史ばかりで、人的交流の記述が少な

いね。たとえば王貞治について書いてもよかった

んじゃないかな」というコメントをいただいた。

この20年あまり、著作を謹呈するたびに電話でコ

メントをしていただいたり、資料を送っていただ

いたり、メールをいただいたりしたが、次第に頻

度が落ちていった。 

 三田先生は長年病気で苦しんでおられ、悪化・

改善を繰り返していた。その中でも、先生は資料

にこだわり、読書をやめず、事実に間違いのある

本の訂正を著者や出版社に求め続けた（いわゆる

「台湾史もぐら叩き」）。まさに執念である。ただ、

その几帳面なご性格もあり、一部の人から誤解を

受けたり、敬遠されたりしたこともあったと聞い

ている。あの「毒舌」にびっくりした人も少なく

ないだろう。残念だがやむを得ないかもしれない。

完璧な人などいないのだ。 

 三田先生が人生をかけて収集された本や資料は

納本・寄贈され、主に呉三連台湾史料基金会三田

文庫、国立政治大学台湾史研究所三田文庫、広島

大学三田図書等として公開されている（ご本人は

「里子に出す」と表現されていた）。またご自宅の

台湾史勉強会で三田先生の謦咳に接した後進は少

なくない。希有な市井の台湾史研究家として、三

田先生のお名前は永遠に残るに違いない。 

 三田裕次先生、ご自宅での台湾史勉強会、本当

に楽しかったです。これからも天国から台湾を見

守っていてください。 
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日本台湾学会活動報告 

 

 

 

定例研究会 

歴史・政治・経済部会 

担当理事：小笠原欣幸（東京外国語大学） 

 

第91回日本台湾学会定例研究会活動内容 

共催：早稲田大学台湾研究所ワークショップ 

日時：2014年6月20日（金）18:20～20：30 

場所：早稲田大学1号館 現代政治経済研究所会議

室 

報告者：松永正義（一橋大学名誉教授） 

コメンテーター：春山明哲（早稲田大学） 

題目：シリーズ台湾史研究の回顧と展望(6)－台湾

文学史 

参加人数：21名 

活動報告： 

 本報告では、日本統治期から現代までの台湾文

学研究の変遷を台湾のみならず、中国、香港、日

本を対象地域として跡づけ、研究者の政治的立場、

方法の個別特殊性、中台関係という現実政治の緊

張関係との関連性に焦点を当てつつ論じている。

日本では、1960年代までは台湾文学研究は蓄積が

乏しく、また政治的背景から研究対象も「台湾」

ではなく「中華民国」であった。1970年代からは、

アジアへの侵略・植民地問題の提起と絡んで戴國

煇らの在日台湾人研究者の視点が台湾文学研究を

活発化させるものとなった。台湾では、1960年代

は文学研究において日本時代と戦後の乖離があり、

台湾省文献委員会による「文学史」が主たる業績

であったが、70年代から中国ナショナリズムにお

ける「抵抗の伝統」に依拠した形で日本時代の再

発見が陳少廷らによって展開されていった。80年

代になると、台湾においてナショナリズムの発達

に沿って「台湾文学」という概念が確立され、陳

少廷、葉石濤らによって文学史研究も芽生えた。

中国でも台湾文学研究が始まった。台湾民主化を

経た90年代以降、日本では「台湾研究」という領

域の確立とともに文学研究の視点や方法も多彩な

ものとなり、原住民文学などにも光が当てられる

ようになった。台湾でもアカデミックな研究とし

て台湾文学研究が成長を見せている。（記録者：遠

藤正敬） 

 

第92回日本台湾学会定例研究会活動内容 

共催：早稲田大学台湾研究所ワークショップ 

日時：2013年7月4日（金）18:20～20：30 

場所：早稲田大学1号館 現代政治経済研究所会議

室 

報告者：陳姃湲（中央研究院台湾史研究所副研究

員） 

題目：シリーズ台湾史研究の回顧と展望(7)－「東

洋史」と「国史」のはざまで 

コメンテーター：春山明哲（早稲田大学） 

参加人数：19名 

活動報告： 

 中央研究院の台湾史研究所にて「台湾史研究の

回顧と展望」の一環として、戦後から 2010 年ま

での韓国における台湾史研究の整理を行ってきた。

台湾の韓国研究者の韓国語能力の欠如という前提

を考慮すると、自らが個別論著に対する記述や評

論を下さないことで公正さ・研究倫理を保ち、学

術史・文学史として充実かつ正確な論文目録を提

供することで学界への貢献とすることを目指した。

具体的には韓国歴史学界における分業と領域分け

について学会を中心に分析した。 

 韓国史学界における国家主義と国史という観点

＝韓国歴史学界に依然として健在するナショナリ

ズムを中心とする立場においては、従来東アジア

が実質的に中国と日本との関係のみで置き換えら

れる「東洋」として、国史としての韓国の歴史的

地位が探索されていた状況から、近年は次第に研

究者個人の東アジア論の方向へ広がりを見せつつ

ある学界動向と関連して、90年代以降の台湾史ブ

ームの高まりの中で台湾留学を経験した文明基な

どに代表される現代韓国における台湾史研究も、

台湾史をその他の東アジア地域史と共に歴史共同

体としての「東亜史」の中に位置づけ、東アジア
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世界を従来の中国・韓国・日本などの国家に寄っ

てのみ支えられてきた国史中心の視点だけでなく、

同時に香港、沖縄、台湾など国境からはみ出た周

辺地域という存在からの批判的視点から補完され

修正されるべきといった新たなアジア論が展開さ

れている。国史が往々にして国家間の歴史認識の

対立問題として扱われる中、ジェンダーや人権な

どそうした構図から抜け落ちてしまうことを忘れ

てはならない。ちなみに韓国における台湾史ジャ

ーナル論文が毎年30本ほどある一方で、韓国にお

ける台湾史専門研究者がいないため、韓国で有名

無実な「台湾（史）研究所」の乱立という問題も

存在するが、個人的には、韓国において台湾史と

いう研究分野が必ず必要であるという規範的立場

にはないものの、これからどのように展開してい

くのか、第三者として楽しんでいる。（記録者：平

井新） 

  

第93回日本台湾学会定例研究会活動内容 

共催：東洋文化研究所，科研基盤B（代表：松田康

博) 

日時：2014年7月31日（木）16:00～18:00 

会場：東京大学東洋文化研究所303 大会議室 

司会兼コメンテーター：松田康博（東京大学） 

報告：周志懐（中国社会科学院台湾研究所所長） 

題目：習近平時代の両岸関係 

コメンテーター：張華（中国社会科学院台湾研究

所研究員） 

参加人数：23名 

活動報告 

 習近平時代を迎えた中国において、対台湾政策

はどのように変化するのか。また、今後の中台関

係（両岸関係）はいかなる展開を見せるのか。今

回のセミナーでは、中国社会科学院台湾研究所よ

り周志懐所長を招聘し、研究者個人としての立場

から同問題についての報告を依頼した。周氏は、

標題を「大陸対台政策与未来両年両岸関係発展」

〔大陸の対台湾政策と今後2年間の両岸関係の発

展〕として中国語で報告を行った。 

周氏はまず、両岸関係の新局面を理解するための

前提として、毛沢東時代から今日に至る中国の対

台湾政策の連続性に注目することの重要性を説き、

その要点を整理した。すなわち、鄧小平が「一国

二制度」を提起し台湾の「平和統一」への道を開

くと、江沢民時代には香港及びマカオの返還でそ

の実践がなされ、胡錦濤時代には台湾の平和統一

に向けた具体的な施策が次々と展開された。この

流れを継承する習近平時代の政策の要点は、「中国

の夢をともに叶える〔共円中国夢〕」ことを台湾の

同胞に向けて訴える点や、「両岸の政治分岐を代々

伝承するわけにはいかない」とする方針などに求

められる。ただし、周氏は、台湾統一の試みは性

急に進められるのではなく、「小さな火でゆっくり

と煮詰める〔小火慢炖〕」ことになると見る。共産

党と国民党の間の主要な分岐は、生活方式および

イデオロギーをめぐる問題にあるが、これは調整

可能である。ただし、共産党と民進党の間の主要

な違いは、国家の主権と領土の保全をめぐる問題

にあり、これは調整不能である。しかし、周氏は

「台湾独立」はもはや台湾の主流の思潮ではなく、

将来的な台湾との平和統一を概ね楽観視している

という。 

 コメンテーターの張華氏からは、周氏の講演に

対する補足として、両岸の民間交流も活発化して

いることにより、双方の民衆が互いに対して正確

なイメージを持ち始めているなどの指摘がなされ

た。フロアとの質疑応答では、香港情勢の台湾問

題への影響について、周氏は台湾と香港は根本的

に問題の性質が異なると指摘した。これと関連し

て、台湾との統一形式は必ずしも「一国二制度」

である必要はなく、両岸双方が受容できるもので

あれば、新たな方案が出て来る可能性があるとの

見解も示された。習近平と馬英九との会談につい

ては、実現は難しいとする一方、「両岸の指導者の

会談」は可能であると指摘された。また、2014年

3 月の「太陽花運動」の両岸関係への影響につい

ては、張華氏より、大勢に影響はないだろうとの

見方が示された。（記録者：松田康博） 

 

第94回日本台湾学会定例研究会活動内容 

共催：早稲田大学台湾研究所ワークショップ 

日時：2014年10月10日（金）18:20～20：30 

場所：早稲田大学1号館 現代政治経済研究所会議

室 
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司会者：春山明哲（早稲田大学） 

報告者：飯島渉(青山学院大学文学部教授) 

題目：シリーズ台湾史研究の回顧と展望（8）－植

民地医学・帝国医療 

参加人数：17名 

活動報告： 

 報告者は、植民地医学・帝国医療について、こ

れまでの経緯と現状を紹介するとともに、今後の

課題についても報告した。報告の内容は、主に以

下の四点についてである。①「植民地医学」と「帝

国医療」という研究分野の起源とその発展、②台

湾における研究史の流れ、研究アプローチの変遷、

代表的な論文や最新の研究動向、③日本、韓国、

中国、香港、東南アジアにおける医学・医療史の

概観とそれぞれの特徴、④東アジアのモデル化、

英領インドと東アジア諸国事例との比較、資料保

存の現状と課題である。日本と台湾におけるこの

分野に関する研究を比較してみると、台湾におけ

る医学・医療史の研究は、積極的に行われており、

国内外の大学・研究機関等との連携が進んでいる。

他方、日本において、この分野はほとんど未開拓

であり、今後いっそうの検討が必要である。（記録

者：魏逸瑩） 

 

第95回日本台湾学会定例研究会活動内容 

共催：早稲田大学台湾研究所ワークショップ 

日時：2014年11月21日（金）18:20～20：30 

場所：早稲田大学1号館 現代政治経済研究所会議

室 

司会：若林正丈（早稲田大学） 

報告者：三澤真美恵（日本大学教授） 

題目：シリーズ台湾社会・文化研究の最前線（1）

－1950 年代前半台湾の映画館における「国

歌斉唱」プログラムの確立 

参加人数：20名 

活動報告： 

 本報告は、1950年代前半、国民党政権下の台湾

における映画統制の一環として表れた、映画館で

の国歌斉唱プログラムの立案および実施の過程に

ついて検討するものである。戦後台湾映画史をめ

ぐる先行研究は 1990 年代以降、広がりをみせて

いるが、国民党政権の文化政策のなかで映画をと

らえたものは乏しく、映画館における国歌斉唱の

問題の研究は存在しなかった。そこで報告者は、

台湾の映画館における国歌斉唱という問題を「国

民統合のための映画統制」という分析枠組によっ

て、国民党中央改造委員会が国民宣伝工作に用い

た内部資料『宣伝週報』をはじめ、多くの档案資

料やメディア資料を使用して検証している。 

国民党の台湾撤退から程ない 1950 年代前半とい

う時期に、「中華民国国民」統合のナショナル・シ

ンボルとしての孫文と蒋介石や青天白日旗が登場

する国歌フィルムの上映や、「三民主義」を歌詞に

盛り込んだ国歌の起立斉唱が、台湾の「国民国家」

建設を志向した「儀式」として各地で積極的に行

われたことが、報告者によって明らかにされた。

（記録者：遠藤正敬） 

 

第96回日本台湾学会定例研究会活動内容 

共催：早稲田大学台湾研究所ワークショップ 

日時：2014年12月12日（金）18:20～20：20 

場所：早稲田大学1号館 現代政治経済研究所会議

室 

司会者：若林正丈（早稲田大学） 

報告者：陳培豊（中央研究院台湾史研究所研究員） 

題目：シリーズ台湾社会・文化研究の最前線」（2）

－「小節」から見た植民地台湾の残照～台湾

歌謡曲に現れた政治、経済、エスニシティの

葛藤～ 

参加人数：26名 

活動報告： 

 台湾は典型的な多言語、多民族的な社会である

ため、エスニシティの相違により特色の異なる歌

謡曲を有している。戦前、戦後を通して台湾語（閩

南語）歌曲と国語（北京語、日本語）歌謡曲の相

違点を見てみると、それは歌詞（言語）のほかに

小節にある。小節は前者にとって、重要な要素で

あるのに対して、後者は小節を古臭くて低俗なも

のと見なしている。 

 歌謡曲とは世相を反映する鏡であるため、本報

告は小節を通して台湾社会文化史を論述し、台湾

の庶民の精神生活を探求する試みがある。本報告

では、①小節と台、日歌謡曲の戦前、②戦後、台

語歌謡に染み付いた小節、③小節に対する本省人、
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外省人の捉え方、④新世代による音楽の所有権の

再定義、⑤「われわれの音楽」の再定義、によっ

て、戦前・戦後台湾歌謡曲の変容を分析した。 

以上の内容を踏まえ、小節に対する捉え方の相違

は、国語、台語歌曲間に境界線をもたらし、台湾

社会の中にある異なるエスニシティの感情構造の

葛藤に反映された、と本報告は指摘した。（記録者：

魏逸瑩） 

 

第97回日本台湾学会定例研究会活動内容 

共催：早稲田大学台湾研究所ワークショップ，科

研基盤B（代表：松田康博) 

日時：2015年1月23日（金）18:00～20：00 

場所：早稲田大学22号館615教室 

司会：若林正丈（早稲田大学） 

報告者：小笠原欣幸（東京外国語大学） 

題目：2014年台湾統一地方選挙の分析 

コメンテーター：松田康博（東京大学） 

参加人数：47名 

活動報告： 

 今回の定例研究会では、長年台湾の選挙観察・

分析に取り組んできた小笠原欣幸氏により、

「2014年台湾統一地方選挙の分析」と題する報告

が行われた。2014 年 11 月 29 日に投開票が行わ

れた台湾の統一地方選挙、いわゆる「九合一」選

挙は、国民党の大敗に終わった。小笠原報告はそ

の結果について、①台北市長選挙が全体の情勢に

与えた影響、②中国要因、③2016年の総統選挙へ

の影響、という3つの観点から考察したものであ

る。概要は以下のとおり。 

 まず大局として、今回国民党が大敗したのは明

らかだが、得票率の変化を見れば民進党が圧勝し

た選挙と捉えるべきであることが指摘された。無

党籍候補の得票を便宜的に緑藍両陣営に割り振る

と、今回の選挙で示された勢力比は 55：45 と見

なせる。国民党からすれば、これだけ差をつけら

れた状態から 2016 年の総統選挙を戦わなければ

ならず、非常に厳しいということになる。これは

かつて民進党が感じていた厳しさであり、民進党

と国民党の勢力が逆転したとも言える。 

 また、県市議会議員選挙でも、初めて民進党が

国民党を得票率で上回った。両陣営は都市部では

もはや互角であり、これは台湾の地方政治の常識

を覆すような事態である。民進党は台中、雲林、

桃園という総統選に向けた戦略的拠点でも勝利し

たので、ただ勝っただけでなく良い勝ち方をした

と言える。 

 このうち台中は、現職胡志強候補が再選された

場合の通算 17 年という在任期間が台湾人の感覚

では長すぎたことに加え、林佳龍候補の魅力が勝

利を導いた。一方雲林では、国民党の張麗善候補

が個人の魅力では圧倒していたにもかかわらず、

李進勇候補に敗れた。雲林で注目すべきは、地方

派閥の張派の切り札であった張麗善候補が敗れた

のみならず、郷鎮長選挙では張派の候補が国民党

の看板を掲げず、多くが無党籍で当選している点

である。今後、地方派閥の大型選挙への影響が薄

らぐことが予見される。加えて今回の選挙では、

鴻海科技集団の郭台銘会長が応援演説に入った 5

つの県市長選すべてで国民党が敗北を喫しており、

その最初の場所に選ばれた雲林は後述の「中国要

因」の一端も示していたと言える。 

 今回の選挙の背景として、台湾社会における馬

政権への不満の高さは大前提である。しかし、国

民党に対しては予想を凌駕するすさまじい逆風が

吹いた。その原因は、「台北効果」と「中国要因」

に集約されると考えられる。 

 もともと台湾の選挙において台北の影響力は突

出している。しかし今回は、国民党内で高い人気

を誇る朱立倫が新北市長選で抑制的な選挙戦を展

開したため、台北市長選の連勝文候補が国民党の

ネガティブなイメージを代表してしまった。「連勝

文＝権貴」批判は以前からあったが、「ひまわり学

生運動」の効果で、「連勝文＝両岸権貴」と見なさ

れるようになり、そのイメージは各種メディアで

拡散した。帰趨が決まったのは9月で、連勝文は

テレビコマーシャル戦術の失敗で悪印象を決定づ

ける一方、無党籍で出馬した対立候補の柯文哲は

藍緑対立を超えようと呼びかけ、有権者とツーシ

ョット写真を取るなど、距離の近い戦術で支持を

広げた。 

 ここに食用油問題も加わった。台湾では毎年の

ように食の安全問題が起こるが、今回は中国との

関係で成長した企業である「頂新グループ」の存
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在が取りざたされたことから、馬英九政権の対応

への不信感は一層増大した。さらにダメ押しとし

て、連勝文の父である連戦が柯文哲を「日本植民

地の官二代」と呼ぶ暴言を発すると、柯文哲は「父

は小学校教師です」と軽く受け答え、市民からの

共感を確実なものとした。 

 2016年の総統選挙の展望としては、まず立法委

員選挙で民進党は国民党に過半数割れを起こさせ

る戦略を取ることになる。どのような結果となる

かは、今回当選した県市長のパフォーマンスが影

響してくる。若者が今回の選挙に手ごたえを感じ

ていることも大きい。中国に介入の手段はあるの

かという問題については、すでに昨年9月に習近

平は「一国二制度カード」を出しているため、も

はや「国民党だから中国と交流できる」と印象付

けることができない。 

 総じて、今回の選挙は「ポスト馬英九時代」の

訪れを告げるものであったと同時に、「中国要因に

対する拒否反応」および「台湾の民主政治の活力」

を感じさせるものであった。 

 以上の小笠原報告に対し、コメンテーターの松

田康博氏からは主に 2016 年の総統選挙への展望

について以下の指摘がなされた。まず、2016年に

は「国民党の敗北を最大化した連勝文」が出てこ

ないことから、国民党と民進党との差は縮まると

考えられる。また、中国との関係についても、た

とえば「民進党が勝つと大陸からの観光客が減る」

という噂が流れた場合など、情勢が変わる可能性

がある。2000年と2016年では両岸の力関係が全

く違うことにも注意が必要である。大陸側は「共

産党に主導権、国民党は主動権」という言葉を使

っている。国民党のお手並み拝見、ということで

ある。民進党としては、対中政策でどれだけ柔軟

性を持つかが重要になってくる。 

フロアとの質疑応答では、香港雨傘革命の影響、

米台関係への影響、2016年総統選の争点などにつ

いて議論が交わされた。香港との関係では、「ひま

わり学生運動」が雨傘革命に与えた影響の方が大

きく、台湾が香港から受けた影響は相対的に小さ

いのではないかとの指摘があった。アメリカとの

関係については、総統選で民進党候補となること

が確実視される蔡英文は、アメリカからトラブル

メーカーになりうると警戒されており、どれだけ

変われるかがポイントになるとの指摘がなされた。

2016年選挙の争点については、これまで大きな争

点であった統独問題は後退し、もはや藍陣営も緑

陣営も大陸との安定化を考えざるを得ない中、「分

配問題」が争点として大きく浮上する可能性はあ

るかという問題について議論がなされた。 

 時宜にかなったテーマに、最も適任な報告者を

得て、会場には40人を超える来聴者が集まった。

司会の若林氏も「時間を感じさせない」と賛辞を

送った密度の濃い報告に、会場も知的興奮で大い

に盛り上がった2時間であった。（記録者：家永真

幸） 

 

第98回日本台湾学会定例研究会活動内容 

共催：東京大学東洋学研究情報センター 

日時：2015年2月17日（火）18:30～20:00 

場所：東京大学東洋文化研究所303 大会議室 

司会：松田康博（東京大学） 

報告者：岩谷將（防衛省防衛研究所戦史研究セン

ター主任研究官） 

    清水麗（東京大学東洋文化研究所特任研

究員） 

題目：「現代台湾文庫」―その資料的価値・可能性

― 

  報告１：岩谷將「書籍を中心として」   

   報告２：清水麗「檔案資料を中心として」 

参加人数：20名 

活動報告： 

 東洋文化研究所に所蔵されている「現代台湾文

庫」について、まず岩谷報告では、すでに図書室

で閲覧が可能となっている国民党、国防部、法務

部調査局からの流出史料の一部や一般古書につい

て紹介がなされた。1950年代から70年代を中心

とするこれら資料は、1960年代のものが最も多く、

国防部、国家安全局、法務部調査局などにより作

製されたものが多くあり、スターンフォード大学

フーバー研究所（現在はSAL1＆2）のコレクショ

ンにも類似の書籍が所蔵されている。 

 今後の研究において、大陸反攻、共産党研究、

情報・防諜、政治工作などの領域において活用さ

れていくと予想されるが、特に暗号解読にたずさ
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わった魏大銘の『無形戦争』や、国家安全局の『我

国現代情報工作簡史』、遷台直後に在台ソ連エージ

ェントであった汪声和事件、朝鮮戦争などに関す

る資料は、興味深いものであることが指摘された。

一方それらは断片的な資料であり、フーバー研究

所をはじめとして台湾の法務部・国史館・中央研

究・国家档案館などで閲覧しうる資料とあわせて

活用されるべきものであるが、中国・台湾の古い

書籍については時間がたつほど手に入りにくくな

る現状からみれば、今後さらに価値があがるもの

と考えられる。 

 一方、檔案資料に関する清水報告で、400 件を

超える資料が整理され、2015年4月以降順次閲覧

可能となるとの状況説明がなされた。それらは

1950－70年代を中心に、黄少谷が関わった国防、

外交、宣伝指導などの文書、伝単、行政院や中国

国民党、宣伝指導小組、宣伝指導委員会、国家安

全会議等の会議資料や文書による意見交換、メモ

が含まれ、多くは機密扱いとされるものである。

また、式典などに関わる資料やパンフレットのほ

か、国連での状況を伝える書簡なども含まれてい

る。 

 1950年代の宣伝指導委員会の資料では、黄少谷

が主任として丁寧に意見を集約し調整機能を果た

した面が垣間見られるほか、香港の刊行物の内容

について経費を握っていることを背景に強い指導

をしていた実態などもわかる。政策策定過程や、

黄少谷を中心とした分析による政治過程の解明な

ど、新たな研究を生み出す可能性が見出しうる。

また、国防、情報工作に関しても、マニュアルや

幹部講習会での資料、伝単などの実物を見ること

により、時代感覚をつかむこともできる。国防、

外交、宣伝、国内政治、大陸政策等さまざまな領

域の研究者が、今後どのような情報をこれら断片

的な資料のなかから見出していくことになるので

あろうか。 

 2 名による報告の後、参加者が実際に資料実物

を手にとりながら、資料の貴重性とセンシティブ

な内容について検討・確認し、今後の研究での活

用の可能性などについて意見交換を行った。（記録

者：清水麗） 

 

定例研究会 

関西部会研究大会 

担当理事：澤井律之（京都光華女子大学） 

 

 日本台湾学会第12回関西部会研究大会は、台湾

史研究会と共催で昨年12月20日、神戸学院大学

で開催された。参加者は２６名、プログラムは以

下のとおり。 

 

①「鉄道の「帝国」化 鉄道滞貨問題と「台中連

絡問題」を中心に」松葉隼（一橋大学・院） 

 評論：やまだあつし（名古屋市立大学） 

②「帝国資源開発と植民地―台湾馬政計画を中心

に―」岡﨑滋樹（立命館大学・院） 

 評論：やまだあつし（名古屋市立大学） 

③「「芝山巌事件」の慰霊と定型化―「芝山巌祭」

の開催に着目して―」山本和行（天理大学） 

 評論：Jenine Heaton（関西大学非常勤） 

④シンポジウム「台湾と観光」15:00～17:00 

 問題提起：やまだあつし 

 パネリスト：曽山毅（玉川大学：観光史研究の

立場から）台湾の観光史 

   上水流久彦（広島県立大学：文化人類学・

地域研究の立場から）台湾人の八重山観光 

   川上桃子（アジア経済研究所：経済学の立

場）現代中国人観光客の台湾観光 

   横井均（三普旅行社 営業部長：旅行業の立

場から）現代日本人の台湾観光  

 司会：五十嵐真子（神戸学院大学） 

 

 ①の発表は鉄道研究、②は馬政研究で、コメン

テータからは資料への目配り等でやや厳しい指摘

もなされたが、新奇なテーマを扱った意欲的なも

のであった。③は「芝山巌事件」が教育制度に取

り込まれていくプロセスを先行研究をふまえなが

ら新たな見解の構築を試みる野心的なものであっ

た。 

 ④のシンポジウムは、学会運営者のアイデアで

あるが、パネリストは東京と広島から来ていただ

いた。観光業界の方にもご出席いただいた。前半

でそれぞれのパネリストが基調報告を行い、後半

でフロアからの質問と意見に答える形式で進めら
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れた。植民地の修学旅行、沖縄と台湾、ポリティ

カル・エコノミー等のキーワードのもとで台湾と

観光が様々な視点から論じられた。近年、日本の

台湾への修学旅行が増えていることが話題になる

と、フロアーには実際に引率した高校教員の方も

おられ、いったい台湾で何を観光するのかについ

て会場全体で議論になり、盛り上がりを見せた。

なお、本シンポジウムは、台湾史研究会の会誌に

公表を予定している。 

 

 

定例研究会 

台北 

担当理事：冨田哲（台湾・淡江大学） 

 

第 66 回台北定例研究会  

日時：2014 年12月 13 日(土)15:00  

場所：台北教育大学行政大楼A605室  

報告者：前原志保(台湾大学博士) 

テーマ：「ナショナリズム諸理論からの台湾ナショ

ナリズム再考」 

使用言語：日本語 

 

第 67 回台北定例研究会  

日時：2014 年12月 20日(土)15:00  

場所：台北教育大学行政大楼A605室  

報告者：高野華恵(交流協会台北事務所専門調査員

／日本台湾学会会員) 

コメンテーター：洪耀南(未来事件交易所執行長) 

テーマ：「台湾九合一選挙の検証」 

使用言語：北京語 

 

第 68 回台北定例研究会  

日時：2015 年1月 24日(土)15:00  

場所：台北教育大学行政大楼A605室  

報告者：林琪禎(和春技術学院応用外語系／文藻外

語大学日本語文系(非常勤) 

コメンテーター：藤井康子(清華大学外国語文学系

／天主教輔仁大学日本語文学系) 

テーマ：「日本統治期国民学校制度の問題性」 

使用言語：北京語、日本語 

 

― ･ ― 

 

 

学会運営関連報告 

担当理事：垂水千恵（横浜国立大学） 

 

 

第 8期理事会  
第5回常任理事会議事録（抄） 

 
日時：2014年12月13日（土）14：00～17：30 

場所：日本大学文理学部本館一階会議室Ｃ 

出席： 北波道子、駒込武、佐藤幸人、垂水千恵、

星名宏修、松金公正、松田康博、三澤真美恵、

山口守（以上、常任理事）、沼崎一郎（大会実

行委員長） 

欠席： 川島真 

主宰： 山口守 

書記： 松岡格 

 

報告 

１．各業務担当 

（１）佐藤編集委員長 

・ 審査対象論文 14 本のうち、採用予定は 4

本、再審査は6本、不採用は4本。 

・ 審査用紙の形式を見直す方向で次期編集委

員会に申し送りしたい。 

（２）松田広報担当理事 

・ ホームページ―順調に運営中 

・ メールサービス―順調に運営中。401 名が

登録されている（422 件）。会員数の 93％

をカバーしている。 

・ ニュースレター―27 号に関して編集作業

はほぼ終わっている。28号に関しては原稿

依頼を始めているところである。 

（３）松金文献目録担当理事 

・ 2014年6月末現在11,526件であったが、同

11 月末で 11,954 件となったので、428 件

の増加が見られた。 2014年3月末と比較

すると1,156件の増加であった。 

（４）川島国際交流担当理事（山口理事長代理報

告） 
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・ JCASA（地域研究学会連絡協議会）に日本台

湾学会の加盟が認められた。 

（５）北波関西部会担当理事 

・ 12月20日（土）に神戸学院大学有瀬キャン

パスで第 12 回関西部会研究大会が開催予

定。シンポジウムのテーマは「台湾と観光」。  

 

議題 

１．第１７回学術大会について 

（１）分科会企画・自由論題報告について（星名

理事） 

・ 企画審査状況 

 分科会企画4企画（そのうち常任理事会企画

が一つ、二セッション企画が一つ）、自由論

題13企画の申請があった。開催校企画を含

めると分科会企画が 7 企画、自由論題 13

企画となった。 

（２）会場校の準備状況について（沼崎実行委員

長） 

・ シンポジウム―開催校企画のうちの一つと

して、仙台市との共催によりシンポジウム

「東日本大震災と台日交流―台南市と仙台

市の場合―」を開催する。 

・ タイムテーブル―土曜日一日（2015年5月

23日）開催ということで、タイムスケジュ

ールが示された。参加者に事前に連絡する

ことを前提に、昼食は各自で適宜とる（昼

休みは作らない）ことにする。 

午前9時受付開始 

09時30分～11時20分 分科会（第一部） 

11時30分～13時20分 分科会（第二部） 

13時30分～15時20分 分科会（第三部） 

15時30分～18時00分 シンポジウム 

18時10分～18時40分 会員総会 

18時50分～20時50分 懇親会 

・ 実行委員会の構成 

 メンバーと役割分担が決定した。 

 実行委員長：沼崎一郎（東北大学）、副委員

長：山崎直也（国際教養大学／名簿管理・

電子化・郵送）、松金公正（宇都宮大学／

理事会との連携）、その他委員：原英子（盛

岡短期大学／受付・会計）、菅野敦志（名

桜大学／プログラム）、酒井亨（金沢学院

大学／会場・懇親会）、川上桃子（アジア

経済研究所／書店）、上水流久彦（県立広

島大学／地方大学アドバイザー） 

・ 大会案内など郵送書類の電子化について決

定した。 

（３）大会予算案について（三澤理事） 

・ 大会予算案が示された。 

２．理事改選について（山本和行委員長、垂水理

事代理） 

選管委員会：山本和行委員長、池上寛委員、

林初梅委員。投票用紙は1月15 日（木）発

送の予定、投票締切が2月9日（月）必着。

開票作業は2月13日（金）の予定。  

３．学会賞選考について（駒込理事） 

 政治経済部門については北波道子（関西大

学）、歴史社会部門については洪郁如（一橋

大学）、文化文学言語部門については陳培豊

（中央研究院）が審査を行う。恒例により、

理事全員に推薦・意見をつのる。 

４．身分変更に伴う会費額について（三澤理事） 

年度途中で身分が変わった場合、年度はじめ

（4月1日）時点での身分で請求することに

決定した。 

５．会員の入退会について（垂水理事） 

李佩蓉、米多、許珩、源一秀、高橋潤子の各

氏から入会希望、于暁飛氏から退会希望があ

り、承認された。 

６．次回の常任理事会の日程について（垂水理事） 

次回常任理事会は2015年3月7日（土）の

14時に開催予定。 

 

以上 
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-・-・-・- 編集後記 -・-・-・- 

* 新年度が始まりました。札幌では、ようやく蕗

の薹が顔を出し、木々の芽も膨らみはじめました。

ニュースレター第28号をお届けします。 

* 昨年11月の台湾統一地方選挙に関わる観察記

を、前号の速報に引き続き、特集としてお届けし

ます。本年1月には、東京および台北の定例研究

会においても、それぞれ関連する報告が行われて

います。各担当理事がとりまとめられた「学会活

動報告」もあわせてご覧ください。 

* もうひとつの特集「台湾研究の素
もと

」では、自ら

の研究遍歴における〈資料〉との出逢いを軸とし

て、ご自身の研究の “おもしろさ” についてご執

筆いただきました。個々の具体的な〈素材〉が、 

研究を進めていく導きの糸となり、また、学問領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

域を超えて議論を切り結んでいくような刺激剤と

もなり得ることを、改めて実感します。 

* 台湾の歴史、文化、人々に深い関心と限りない

情熱を注ぎ続けた三田裕次氏が、2014年11月に

逝去されました。同氏は、本学会創立当初からの

会員でもあられました。寄せられた追悼文を掲載

するとともに、心より哀悼の意を表します。 

* 会員の皆様には、台湾研究に関わるシンポジウ

ム・研究会・展示の参加記や、学術交流の動向等

の積極的なご投稿をお待ちしております。  

* 来る5月23日（土）には、第17回学術大会が

東北大学にて開催されます。仙台にてお会いしま

しょう。                      （北村嘉恵） 

-・-・-・-・-・-・-・-・-・- 

 

 

 

 

 

 

日本台湾学会ニュースレター 第28号 

  発  行：日本台湾学会（代表 山口守） 
  発行年月：2015年4月 
 
 
 ■日本台湾学会事務局 
   〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1 
  東京大学東洋文化研究所 松田康博研究室気付 
  E-mail: nihontaiwangakkai@gmail.com 
 ■ニュースレター発行事務局 

   〒060-0811札幌市北区北11条西7丁目  
  北海道大学教育学部 北村嘉恵研究室気付 
  E-mail: jats-newsletter@eis.hokudai.ac.jp 


